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鳥居元忠

鳥居忠英

鳥居忠挙

全国のお殿様が全員集合！

詳細は、P.3をご覧ください。

❖日時　令和３年11月20日（土）

壬生大会

祝砲　午後０時15分　スタート
開演　午後０時45分

❖会場　壬生町城址公園ホール

入場無料
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　以下の通り個別接種（町内医療機関での接種）の予約受付をします。
【対象】
　・12歳の誕生日を迎えられた方
　・まだ１回目、２回目のワクチン接種をしておらず、接種を希望される方
【予約方法】
　電話：壬生町新型コロナワクチンコールセンター　☎（28）6818　午前９時～午後４時まで（平日のみ）
※個別接種の予約を、コールセンターで集約して受付します。これまでの、医療機関へ直接ご予約いただく方法から
　変更となっていますのでご注意ください。
※ワクチン接種は完全予約制・電話予約のみとなります。
※高校生までの方につきましては、接種の際、保護者の同伴をお願いします。
【接種時に持参するもの・服装の注意】
①接種券　②予診票　③本人確認書類（免許証・マイナンバーカードなど）　④健康保険証　⑤お薬手帳（内服中の方）
※肩を出しやすい服装でお越しください。
※接種券はシールをはがさず、そのままお持ちください。

ワクチン接種について
新型コロナウイルス新型コロナウイルス

ワクチン接種について（　　　）

　「海外渡航の予定のある方」を対象に、新型コロナワクチン接種証明書の申請を受付しています。
【発行対象者】
・壬生町に住所がありワクチンの接種が完了していて海外渡航を予定している方
・現在は別の市町村に転出済ではあるが、１回目若しくは２回目の接種当時に壬生町に住民票があり、ワクチンの接
　種が完了していて海外渡航の予定のある方

　申請方法等の詳細につきましては、町公式ウェブサイトをご確認ください。

新型コロナワクチン接種証明書について

　新型コロナワクチンの３回目の接種（追加接種）の実施についての方針が国から示されました。町として、国の方針
に基づき、順次実施できるよう体制を整えていきます。詳細につきましては、改めて広報みぶ、町公式ウェブサイト等
でお知らせします。

３回目の接種について

11月１日から個別接種の予約方法が変わります

　栃木県では、県内在住で接種券をお持ちの方を対象に、大規模接種を行っています。
詳細につきましては、県公式ウェブサイト ＞ 新型コロナウイルスワクチン接種について
からご確認ください。（https://www.pref.tochigi.lg.jp/e04/coronavaccine.html）
○県営接種会場（とちぎワクチン接種センター）
　とちぎ健康の森（宇都宮市）、県南体育館（小山市）　等
○市営接種会場（市町連携会場）
　足利市民体育館（足利市）、イオンタウン佐野（佐野市浅沼町）

栃木県の大規模接種について

R３年
11月１日時点
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新型コロナウイルス
ワクチン接種

第18回全国藩校サミット
壬生大会ご案内

新庁舎建設だより

まちトピ

壬生高校60周年記念特集

歴史民俗資料館だより

事業者向けコロナ関連支援事業

催し・講座

募集、おしらせ

介護、こども

図書館からのおしらせ

11月16日～12月15日カレンダー

目　次

壬生町新型コロナワクチ
ンコールセンター

集団接種（２回目）の予
約、予約確認、変更、キ
ャンセル（接種日前日ま
でのキャンセル）

平日のみ
午前９時～午後４時 （28）6818

問合せ 内容 受付日時 電話番号

集団接種会場
（壬生町保健福祉センター）

接種予約のキャンセル
（接種日当日のみ）

集団接種がある日
午前９時～午後４時
※11月10日まで

（81）1400

受診・ワクチン相談センター 副反応について 土日祝日を含む毎日
24時間 0570-052-092

◎問合せ

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　10月21日現在、町の集計では町民（12歳以上の接種対象者）の81.7%が１回目の接種を完了しています。接種を
希望される方で、まだ接種の予約がお済みでない方は、下記の方法で予約をお願いします。
　また、集団接種（壬生町保健福祉センターでの接種）は、11月10日（水）（２回目）をもって終了します。

～～～～～～～～～～～～
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祝砲　西洋流火術鉄砲隊保存会　　　　　　　場所　壬生町城址公園12：15頃

12：45～13：05

13：15～13：45

13：55～14：25

14：35～15：05

15：05～15：25

15：25～16：00

16：10～16：40

16：50～17：20

第18回全国藩校サミット壬生大会　ご案内

時　間 内　　　　容 ※敬称略

11月20日（土）

かん ぜ りゅう

てらうちすすむ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まつやま み　ゆ　き

とくがわなりまさ

とり い ただあきら

とくがわいえひろ

いな  ば つぐはる

いわしたてつのり

たま だ  ひで お

あ　べ まさひろ

みやもとひでなお

⑴ 参加藩校一覧（42藩）

⑵ 大会行程　（入場無料：新型コロナウイルスの感染状況によっては、入場制限をする場合があります。）　

○主　催　第18回全国藩校サミット壬生大会実行委員会・一般社団法人漢字文化振興協会
※城址公園駐車場は、関係者専用駐車場となります。ご来場の際は、壬生小学校又は壬生町役場駐車場を
　ご利用ください。
◎問合せ　壬生町立歴史民俗資料館内 藩校サミット担当　☎0282（82）8544（FAXも同じ）

ただてる　　ただひろ

とり い もとただ

オープニング　仕舞　観世流能楽師　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会場　城址公園ホール大ホール

・開会の辞　　寺内進（実行委員長）・国歌斉唱　松山美由紀（声楽家）　 
・開催地挨拶　小菅一弥（会長・壬生町長）
・主催者挨拶　徳川斉正（漢字文化振興協会長・水戸藩徳川家15代当主）
・歓迎の挨拶　鳥居忠明（名誉会長・鳥居家16代当主）
・来賓祝辞

・旧藩主紹介（28藩）
・旧藩主代表者挨拶　徳川家広（徳川宗家19代）

記念講演
演題　「鳥居元忠の活躍と壬生」　
講師　稲葉継陽（熊本大学永青文庫研究センター教授）
休　憩

子ども文化活動発表
・円仁太鼓の演奏（壬生寺保育園児）
・みぶ論語青少年の主張（町内小・中学生 3名）
・みぶっ子<論語大朗誦>（町内小・中学生 約30名）

記念鼎談
テーマ　「鳥居家三君<元忠・忠英・忠挙>の“人づくり”を考える」
・鳥居忠明（名誉会長・鳥居家16代当主） 
・岩下哲典（東洋大学文学部教授）
・寺内 進（実行委員長）

・壬生宣言　玉田秀夫（副実行委員長・壬生町議会議長）
・次期開催地発表　宮本英尚（漢字文化振興協会事務局長）「広島県 福山藩」　
・引き継ぎ書受け渡し　鳥居忠明から阿部正紘（福山藩阿部家17代当主）へ
・次期開催地代表者挨拶　阿部正紘
・閉会の辞　田村幸一（副実行委員長・壬生町教育長）

江戸幕府
盛岡藩
庄内藩
天童藩
米澤藩
新庄藩
山形藩
二本松藩
白河藩
水戸藩
結城藩

壬生藩
黒羽藩
足利藩
忍藩
佐倉藩
富山藩
苗木藩
大垣藩
田中藩
尾張藩
吉田藩

紀州藩
郡山藩
彦根藩
峰山藩
田辺藩
豊岡藩
新見藩
備中松山藩
福山藩
岩国藩
高松藩

多度津藩
福岡藩
秋月黒田藩
柳河藩
佐賀藩多久邑
天領長崎
熊本藩
天領日田
高鍋藩

　（東京都千代田区）
（岩手県盛岡市）
（山形県鶴岡市）
（山形県天童市）
（山形県米沢市）
（山形県新庄市）
（山形県山形市）
　（福島県二本松市）
（福島県白河市）
（茨城県水戸市）
（茨城県結城市）

　（栃木県壬生町）
　（栃木県大田原市）
　（栃木県足利市）
（埼玉県行田市）
　（千葉県佐倉市）
　（富山県富山市）
　（岐阜県中津川市）
　（岐阜県大垣市）
　（静岡県藤枝市）
　（愛知県名古屋市）
　（愛知県豊橋市）

（和歌山県和歌山市）
（奈良県大和郡山市）
（滋賀県彦根市）
（京都府京丹後市）
（京都府舞鶴市）
（兵庫県豊岡市）
（岡山県新見市）
　　（岡山県高梁市）
（広島県福山市）
（山口県岩国市）
（香川県高松市）

　（香川県多度津町）
（福岡県福岡市）
　　（福岡県朝倉市）
（福岡県柳川市）
　　　（佐賀県多久市）
　（長崎県長崎市）
（熊本県熊本市）
　（大分県日田市）
（宮崎県高鍋町）
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　現況は以上ですが、町民の皆様にはこれからも随時工事の進捗状況をお知らせして
いきます。
　工事の際、近隣の方々には、大型車両の往来、資材の搬入・搬出等でご迷惑をおか
けしますが、ご理解とご協力をお願いします。
　また、新型コロナウィルス感染拡大防止を含め、安全管理を徹底していきます。

新
新庁舎建設に係る進捗状況のお知らせについて

外装工事
西側（テニスコート側）から撮影した
ものになります。外装検査が完了し
足場の一部が外されました。
写真下部ではオイルタンク設置工事
が実施されています。自家発電装置
の燃料を貯蔵している装置になります。

天井工事
１階窓口の天井になります。「町の
リビング」を目指し、1.5層のゆと
りある階高を確保しています。明
るく開放的なイメージを作るとと
もに、見通しの良い空間を確保し
ています。

◎問合せ　新庁舎建設室事業推進係　☎（28）6718　FAX（82）8262

屋上防水工事
３階展望デッキになります。通路
もすべて硝子張りで、「開かれた議
会」をイメージした空間となって
います。眺望もよく、ウッドデッキ
の整備も予定されていますので是
非お立ち寄りください。

令和３年９月29日ドローン写真
敷地北東方向より施工者撮影

撮影時には、主に屋上の防水
工事を行っています。

各 工種について、前回のお知らせでは、８月頃までの工事をお知らせしました。
今回はそれ以降に行われた工事の写真を掲載します。

庁舎建設に関して、昨年７月末の着工から約１年３カ月が経過し、令和３年10月現在、
外装工事も完了に近づいてきました。今回の進捗については、ドローンにより撮影した
全体写真と、各工種の写真を掲載します。



国際交流

研修日程とようす

町城址公園大ホールで実施しました。
生徒代表　南犬飼中学校３年小林　桜太朗さんに
よる挨拶が行われました。

８月３日 出発式

各グループの代表者が今回の研修についての感想の発表
し、最後に研修の振り返りとして研修の様子をまとめた動
画を上映しました。

８月22日 帰国式（オンラインで実施）

８月９日～13日 オンライン海外体験語学研修
・カナダ・ニュージーランドでのバーチャルホーム
　ステイ
・現地大学生とのセッション
・日本との文化の違いについて
・バーチャル観光等
５日間英語の学習と併せ異文化交流を体験しました。

 ☆第１日目
ニュージーランドのイントロダクション、バーチャルホー
ムステイ、観光を実施

 ☆第２日目
カナダのイントロダクション、現地大学生とのセッション、
バーチャルホームステイを実施

 ☆第３日目
ニュージーランドのマオリ文化に触れ、現地大学生とのセ
ッションを通して、日本との文化の違いについて体験

 ☆第４日目
日本とカナダの文化の違いを学び、現地大学生とのセッシ
ョン、バーチャル観光ツアーを実施

 ☆第５日目
日本・カナダ・ニュージーランド３か国の相違について学
習し、ニュージーランド在住日本人と交流

令和３年度壬生町中学生オンライン海外体験語学研修

　令和３年度壬生町中学生オンライン海外体験語学研修が、８月９日～８月13日の５日間の日程で実施さ
れました。
　この事業は、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い中学生を海外に派遣できないことにより、オンラ
インによるバーチャルホームステイや現地大学生との異文化交流を通して、外国語による表現力と理解力
を高めるとともに、国際感覚豊かな青少年の育成と国際交流の推進を図ることを目的として、中学１～３
年生の希望者を対象に、カナダ・ニュージーランドとの交流を実施しました。

中学生がカナダ・ニュージーランドと
国際交流国際交流

こばやし　  おう た ろう

現地大学生とのセッション（２日目）

現地大学生との
セッション（４日目）

研修のまとめ（生徒による
英語でのスピーチ）
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「壬生藩鳥居家三万石のお殿様土産」認定品

～「壬生の歴史」つなげ未来へ！
壬生のお殿様、廃藩置県以来150年ぶりの上京！～
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「お殿様のお米」新米収穫状況
報告会を開催しました

◎問合せ　壬生町就労支援施設むつみの森　☎（82）6174

　　　生町の南西部に御茶ノ水と言われる地名が残りますが、代々
　　　のお殿様がお茶用としてこよなく愛した水の湧き出ていた地
が、御茶ノ水と言われる地域です。その地で栽培されたお米を、令和
３年度も壬生町就労支援施設むつみの森にて袋詰め等を行
い、「お殿様のお米」として販売する運びとなり、９月13日
（月）に新米収穫状況報告会を開催しました。
　精米につきましては委託で実施し、徹底した異物の除去
や色彩選別機能により着色粒の混入には十分に注意を払い、
皆様の食卓へ最高の状態でお届けできるよう努めています。
　道の駅みぶ内「みぶのやおやさん」などで販売をしてい
ます。また、とちまるショップ（東京スカイツリーソラマ
チイーストヤード４F）においても販売を開始し、壬生の
お殿様、廃藩置県以来150年ぶりの上京となっています。
※「お殿様のお米」は、壬生町の御茶ノ水で生産された
「コシヒカリ」の一等米のみに表示しているブランド
名となります。
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第11回壬生町民ゴルフ大会結果

小林　信作

北條　勝

木村　政司

坂本　義治

野口　秀之

優　勝

準優勝

第３位

第４位

第５位

［成　績］
グロス ネット

76

76

78

90

87

66.4

68.8

70.8

70.8

72.6

総合の部

吉岡　正人優　勝

グロス総合の部 スコア

72

石村　壮優　勝

男子グロスの部 スコア

72

水谷　朱実優　勝

女子グロスの部 スコア

77

板橋　康雄優　勝

シニアグロスの部（60才以上） スコア

74

相田　喜久夫優　勝

グランドシニアグロスの部（70才以上） スコア

74

９月28日　栃木ヶ丘ゴルフ倶楽部　52名参加 　　 型コロナウイルス感染拡大防止のため、町内小中
　　 学校で９月１日（水）から17日（金）までオンライン
授業を実施しました。
　オンライン授業は、遠隔会議システム「Teams（チ
ームズ）」などを使用し、教室で授業をする先生のパソ
コンと、自宅で参加する児童・生徒のタブレットをイン
ターネットでつないで行いました。教室では、先生が黒
板を使って授業を行い、Teams内で児童・生徒がグル
ープになって話し合う時間を設けたり、共有ファイルに
ある演習問題を解いたり、児童・生徒が映し出された大
型テレビで様子を確認しながら行いました。
　今後、町内全ての小中学校が10Gbpsの高速光回線へ
接続して、インターネットを活用した調べ学習や動画な
どで興味関心を高め、わかりやすい授業をより行えるよ
うに環境整備を進めていきます。

オンライン授業を実施しました

壬生中学校のオンライン授業の様子

壬生町農業委員会が農地パトロールを実施しました
　　 生町農業委員会（梁島源智会長）は、９月に壬生町内で農地パトロールを実施しました。農地パト
　　 ロールとは、町内の農地が遊休農地や荒廃農地となっていないかどうか、違反転用がないかどう
か、地図を基に現地を確認しながらチェックして
いくもので、毎年行われているものです。農業委
員、農地利用最適化推進委員は壬生地区、稲葉地
区、南犬飼地区ごとに分かれ、地区内の農地の見
回り、農地の状況の確認作業を行いました。
　雑草や低木など、放置しておくと、農地も荒れ
果て、遊休農地や荒廃農地になってしまい、復旧
が容易ではなくなります。農地を守り、ひいては
地域農業の維持・発展につなげるためにも農地の
適正な管理をお願いします。

やなしまもとのり

○C柊あおい

新

壬

  こばやし 　しんさく

ほうじょう  まさる

  き むら      まさ し

さかもと      よし じ

  の ぐち      ひでゆき

よしおか　  まさ  と

いしむら　 つよし

みずたに　   あけ み

いたばし　  やす  お

あい  だ         き   く   お
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60th
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　「壬生町にも高等学校を」との町民のみなさまの声があがり、昭和
24年に県立栃木農業高校壬生分校設立、進学生徒数の増加等の理由か
ら「普通科高等学校への独立」が町の世論となり、昭和37年２月に県
立壬生高等学校・全日制・普通科課程が威風堂々と誕生しました。町民
と地域力発信により生まれた本校は、現在でも「１町１高校」「町連携」
を特色ある校風としています。「社会人・職業人として自立できる人間
を育てる」教育目標を掲げ、先進キャリア教育を備えた普通科高校とし
て地域と共に歩んできました。卒業生総数13,303名、多くの領域、分
野において先導的役割を担う優れた人材を輩出し、角田榮同窓会長のも
と同窓会活動を活性化させ、多くの同窓生の活躍を支援しています。
　地域の方々や将来本校入学を目指している受験者の方々は、「やりがい感
のある諸活動の多い学校」、「特色あるコース制が充実している学校」、
「地域連携・探究活動が充実している学校」として本校に大きな期待を
寄せてくれています。
　令和４年度からは「リニューアルされた夢実現カリキュラム」を完成さ
せ、文理コース（理型・文型）、情報ビジネスコース、文化創造コース、
生活デザインコース、福祉総合コースの５コース制を備えた普通科高校
が誕生します。部活動やコース独自の活動、生徒会活動等が盛んで、近
年では陸上部や弓道部の関東大会出場、少林寺拳法全国大会出場、美術
部や福祉コースの手話の全国コンテスト入選等々、日頃の練習成果をあ
げています。進路についても公務員、大手企業への就職、進学では近年
国立大学、有名私立大学、看護系上級学校への進学も果たしています。
　高校３年間で自分を吟味し、才能を存分に発揮できる高校が「壬生高
校」です。

壬生高校60周年記念特集

かがやけ！壬生高
壬生高校の卒業生紹介第一回

かがやけ！壬生高かがやけ！壬生高

かく   た  さかえ

学校の概要

　壬生高校は2021年、創立60周年を迎えまし
た。令和時代は大きな教育改革の時となり、この
創立60周年を機に、地域連携・協働と特色ある
コース制を備える新時代の壬生高校にリニューア
ルします。県立普通科高校でありながら、「１町
１高校」による強い壬生町との連携・協働活動が
豊富な高校、魅力ある５コース制を備え、自分探
しができる普通科高校、そして、生徒指標である
「生活一流高校宣言」「ユートピア（理想郷）に
向かえる夢追い人教育」等をモットーに、将来地
域に献身できる良き生活者への育みを目指してい
ます。壬生町民のみなさまの「大きな愛情と力こ
ぶ」に支えられての壬生高校です。地域力を以
て、ご支援をよろしくお願いします。

　壬生高等学校第22代校長　小峰　重雄

学校長あいさつ

こ   みね        しげ   お
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　トマトは日々の観察や天候から今何
をするべきかを察知し管理します。愛
情を注いで育てたトマトを「おいし
い！」と言って食べて頂けることがや
りがいで楽しい瞬間です。
　20歳で１年半の長期海外農業研修
に参加し、帰国後、農業団体（４Ｈク
ラブ）に入会しました。令和２,３年
度の県４Ｈクラブの会長を務めると共
に、今年度から全国４Ｈクラブの役員
も兼任し、若手農業者として自身の栽
培だけでなく、経営者になるためのス
キルを磨いている最中です。
　人手不足や耕作放棄地の増加を少し
でも減らすために、非農家でも農業に
興味を持ってもらえる日本にしていき
たいです。５年以内には自分が経営者
になれるよう勉強していきたいです。

　看護師は責任のある仕事であり、日々の
業務は大変ですが、患者さんが元気に退院
する姿を見ることにやりがいを感じます。
　現在、職場は、後輩ができ、毎日大変で
すが楽しく仕事をしています。休日は、コ
ロナ禍であり、感染予防に注意し自宅にい
ることが多くなりました。趣味のジグソー
パズルをやったり、アニメを見たりと自分
の時間を今まで以上に楽しんでいます。
　今後は、訪問看護師になることを目標に、
より学びを深めていきたいです。

在校生に一言！
　７年前、まさか自分が農家になってこんな良い思いを
しているなんて想像もしていませんでした。今何かに悩
んでいても、このご時世５年、10年後のことなんて分か
りません。ですが、自分が大切にしているものは貫いて
ください。僕の場合「人との繋がり」でした。
　どんな形であれ今では全国や世界に友人が沢山いま
す。
　高校３年間という貴重な時間を大切にしてください。

在校生に一言！
　コロナ禍で、文化祭やスポーツ大会、修学旅行など様々なイベントが思うように出来なくて残
念に思っている人も多いと思います。しかし、社会人になって思い出すことは、大きなイベント
事ではなく先生方と会話したことや楽しかった授業、友達との何気ない会話等、身近にあること
ばかりなものです。
　勉強なんてつまらない、学校なんて楽しくないと思う人もいると思いますが、きっといつか
「行ってよかった。やっててよかった。」と思える日が来ます。やらずに後悔してからでは、自分
が大変な思いをします。今以上に何十倍も努力しなければならなくなります。そうならないため
に…今を全力で楽しんで、全力で何事にもチャレンジして、全力で高校生活を送ってください！
　在校生の皆様のこれからの活躍を楽しみに、皆様に負けないよう私も全力で今を楽しもうと思
います！高校時代の鳩山さん

高校時代の篠原さん

篠原 貴大さん
（平成25年卒）
農業（トマト農家）

鳩山 詩瑞果さん
（平成24年卒）
獨協医科大学看護師

はと やま     し    ず    か

しの  はら    たか  ひろ 小山市の実家でトマトを
栽培しています

看護師として働いています



　10月16日（土）に、いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会開催１年前及び冬季大会100日
前記念として、いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会実行委員会主催で「いちご一会オン
ラインイベント」が開催されました。当日は10時からライブ配信にてイベントが行われ
ました。（イベントはライブ配信後もご覧いただけます）
　また、同時開催企画のオールとちぎプロジェクトは、県民参加型の企画となっており、
「挑戦！いちご一会検定」、「いちご一会スタンプラリー」ともにスマートフォンを活用
して参加するイベントです。
　こちらは令和４年２月28日（月）まで開催しています。イベントに参加し、条件を満たすとプレゼント
キャンペーンに応募でき、抽選でプレゼントが貰えますので、ぜひ参加してみてください！
　参加する方はいちご一会とちぎ国体・とちぎ大会公式ホームページ
（https://www.tochigikokutai2022.jp）をご覧ください。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

Vol.8

国体１年前イベントがオンラインで開催されました

国体ＰＲポロシャツが完成しました

いちご一会とちぎ国体壬生町実行委員会事務局（町国体推進室）
〒321-0214　壬生町大字壬生甲3828番地（町総合運動場管理棟２F）
☎（28）7810　FAX（28）7811

◎問合せ

　いちご一会とちぎ国体の広報啓発のため、町実行委員会でオリジナルのポロシャツを製作しました。
国体実行委員、スポーツ推進員、町職員の方々に着用していただき、国体をPRしていきます。
　ポロシャツの背面には、スポーツクライミング、銃剣道、ターゲット・バードゴルフそれぞれの競技の
とちまるくんがデザインされています。国体PRポロシャツを着用している方を見かけた際には注目して
みてください。

　今後も国体に関する様々な情報を壬生町実行委員会公式ウェブサイト
（https://www.mibu-kokutai.jp）にて掲載します。

いちご一会
オンラインイベント

10
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☎（
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壬
生
藩
と
鳥
居
家
の
お
話

み
ぶ
の
歴
史
・
文
化
財
シ
リ
ー
ズ

「
壬
力（
魅
力
）」
あ
る
町
の
歴
史
や
文
化
財
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

9

特別連載　第11回
全国藩校サミット壬生大会

　
鳥
居
忠
文
の
父
で
あ
る
従
五
位

下
丹
波
守
忠
挙
は
幕
末
の
壬
生
藩

の
構
造
改
革
と
財
政
再
建
に
立
ち

向
か
っ
た
名
君
で
し
た
。
忠
文
は

そ
の
忠
挙
の
三
男
と
し
て
弘
化
４

年（
1
8
4
7
）江
戸
の
上
屋
敷
で

生
ま
れ
ま
し
た
。

　
明
治
元
年（
1
8
6
8
）
10
月
、

忠
文
は
病
身
の
兄
忠
宝
の
名
代
と

し
て
藩
政
改
革
を
行
い
、
翌
年
5

月
に
は
上
京
し
版
籍
奉
還
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
忠
宝
の
養
子

と
な
り
家
督
を
相
続
し
て
壬
生
藩

知
事
と
な
り
ま
し
た
が
、
明
治
4

年
7
月
の
廃
藩
置
県
に
と
も
な
い

知
藩
事
を
辞
め
、
司
法
中
録
と
な

り
ま
し
た
。

　
忠
文
は
25
歳
か
ら
37
歳
ま
で
の

12
年
間
を
ア
メ
リ
カ
で
過
ご
し
ま

し
た
。
こ
の
貴
重
な
青
春
時
代
で

世
界
的
な
視
野
で
日
本
を
見
つ
め

る
力
を
培
い
、明
治
15
年（
1
8
8

2
）
に
帰
国
し
ま
し
た
。
帰
朝

後
、
忠
文
は
子
爵
を
授
け
ら
れ
、

明
治
18
年（
1
8
8
5
）、
39
歳
で

ハ
ワ
イ
赴
任
を
命
じ
ら
れ
ま
し

た
。
ハ
ワ
イ
で
は
、
ホ
ノ
ル
ル
府

の
領
事
館
に
在
勤
し
、
以
後
、
副

領
事
を
経
て
明
治
22
年
2
月
に
領

事
代
理
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
1
8
1
0
年
代
当
時
の
ハ
ワ
イ

は
カ
メ
ハ
メ
ハ
大
王
が
樹
立
し
た

ハ
ワ
イ
王
朝
の
も
と
、
独
立
国
家

と
し
て
ア
メ
リ
カ
と
ア
ジ
ア
を
結

ぶ
通
商
・
捕
鯨
な
ど
の
中
継
基
地

の
役
割
を
果
た
す
太
平
洋
に
浮
か

ぶ
要
衝
で
し
た
。
や
が
て
19
世
紀

後
半
に
な
る
と
ア
メ
リ
カ
人
は
じ

め
外
国
人
の
移
住
者
が
増
加
し
、

ア
メ
リ
カ
市
場
向
け
の
サ
ト
ウ
キ

ビ
栽
培
が
盛
ん
と
な
り
、
労
働
者

と
し
て
の
ア
ジ
ア
人
移
民
が
必
要

と
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
人
移
民
に
つ
い
て
、
明
治

15
年
（
1
8
8
2
）
に
ハ
ワ
イ
政

府
か
ら
正
式
要
請
も
あ
り
、
同
17

年
ホ
ノ
ル
ル
領
事
館
の
設
置
が
決

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
取
り
交

わ
さ
れ
た
約
定
書
は
ハ
ワ
イ
政
府

が
渡
航
費
及
び
医
療
費
の
全
額
負

担
、
そ
し
て
労
働
報
酬
及
び
食
費

に
つ
い
て
も
一
定
額
の
支
給
を
約

束
し
た
も
の
で
し
た
。

　
39
歳
の
書
記
生
と
し
て
任
さ
れ

た
忠
文
の
任
務
は
予
想
以
上
に
重

い
も
の
で
し
た
が
、
日
本
人
移
民

と
雇
用
主
と
の
労
働
争
議
の
調

停
、
労
働
条
件
の
改
善
提
案
、
日

本
人
移
民
の
日
本
へ
の
送
金
事

務
、
ハ
ワ
イ
国
の
政
情
調
査
な

ど
、
ホ
ノ
ル
ル
領
事
館
の
運
営
を

支
え
ま
し
た
。

　
忠
文
が
単
な
る
「
殿
様
外
交
」

で
は
な
く
、
秀
で
た
語
学
力
で
日

本
人
労
働
者
の
保
護
に
努
め
ハ
ワ

イ
領
事
代
理
ま
で
上
り
詰
め
た
こ

と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
し
ょ
う
。

た
だ
と
み

日
本
人
労
働
者
を
守
っ
た
、

　
　
ハ
ワ
イ
領
事 

鳥
居
忠
文

と
り   

い    

た
だ 

ふ
み

と
り 

い 

た
だ
ふ
み

た
だ
ひ
ろ
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　国民年金は、日本国内に住む20歳～60歳の方が加入する公的な社会保障制度であり、
老後や傷病の際に生活の経済的支えとなります。

加入者は職業等によって３つの種別に分かれ、それぞれ手続き先が異なります。

種　　別

第１号被保険者

第２号被保険者

第３号被保険者

加入資格

下記以外の方

会社員・公務員等

会社員・公務員等の被扶養配偶者

役場住民課国保年金係
又は稲葉・南犬飼出張所

勤務先

配偶者の勤務先

届 出 先

　会社を退職した方（厚生年金被保険者資格を喪失）や、会社を退職した方に扶養されていた配偶者は、国民年金
の加入手続きが必要です。

11月30日は年金の日

　国民年金には、保険料の納付が困難な場合に保険料を免除・納付猶予する制度があります。免除・納付猶予が承
認されると年金の受給資格期間として算入されるほか、保険料を納付できる期間が10年間に延長されます。（３
年度目以降は加算額がつきます。)
　老後の生活や万一の病気・ケガの際に困らないためにも、保険料を未納のまま放置せず、免除・納付猶予制度を
ご利用ください。

　自営業・学生等の方は国民年金の第１号被保険者となり、日本年金機構から送付される納付書等で保険料を納め
ます。（月額１６，６１０円：令和３年度）
①現金納付→金融機関(ゆうちょ銀行を含む)及び、コンビニエンスストアで納付
　　　　日本年金機構から送付される納付書で納めます。２年分・１年分・半年分をまとめて前納すると保険料が
　　　　割引になります。
②口座振替による納付→指定金融機関から翌月末振替
　　　　金融機関からの口座振替により、納め忘れを防止できます。現金納付より割引率の高い２年分・１年分・
　　　　半年分の前納のほか、早割納付（当月末振替：50円割引）も選択できます。
③その他の納付方法
　　　　クレジットカード納付や、ペイジーによるパソコン・スマートフォン・ＡＴＭを利用した電子納付があり
　　　　ます。（詳しくは、日本年金機構のウェブサイトをご覧ください。）
　　　　保険料の納め忘れが続くと、老後に受給できる年金額が少なくなったり、障害年金や遺族年金を受給でき
　　　　なくなったりする場合がありますので、保険料は納付期限内に忘れずに納めましょう。（納付期限は翌月
　　　　末です。２年を経過すると時効により納めることができなくなります。）
【付加保険料】
　　　　付加保険料（月額400円）を納付すると、老齢基礎年金を受給する際に付加年金が加算されます。
　　　　　　　　　　　　　　付加年金受給額（年額）　200円×付加保険料納付月数
◎付加保険料の納付を希望される方（第１号被保険者・任意加入者）は、届出が必要となります。
◎国民年金基金にご加入中の方は、付加保険料を納付できません。
◎納付期限（対象月の翌月末）を経過しても２年間は付加保険料を納付することができます。

国民年金保険料の納付方法は…？

保険料の納付が困難なときは、免除申請を！

国民年金保険料の納付方法は…？

保険料の納付が困難なときは、免除申請を！

国民年金の加入手続きを忘れずに！国民年金の加入手続きを忘れずに！

11月は年金月間です
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11月は年金月間です11月は年金月間です



制 　 　 度
対　象　者
期　　　間

審 査 対 象
( ※ ２ )

内　　容

保険料免除制度
学生以外の方
７月～翌年６月

被保険者・配偶者・世帯主
の前年所得

保険料の全額か、一部
  （1/4・半額・3/4）が
免除されます（※３）

納付猶予制度
学生以外の方（50歳未満の方）

被保険者・配偶者
の前年所得

保険料が納付猶予
となります（※４）

７月～翌年６月

学生納付特例制度
学生（※１）
４月～翌年３月

被保険者の前年所得
［必要添付書類］
学生証のコピー又は在学証明書

保険料が納付猶予
となります（※４）

※１：定時制、１年間就学制、その他の非対象学校を除く。
※２：審査対象の中に退職(失業)された方がいる場合、その方の所得を審査対象から除外することができます。
　　　(必要添付書類：雇用保険受給資格者証または雇用保険被保険者離職票のコピー)
※３：一部免除の場合、指定された保険料を納付しないと免除該当となりません。
※４：年金の受給資格期間に算入されますが、老齢年金の受給額には反映されません。

◎問合せ
◆ねんきんダイヤル
●栃木年金事務所　お客様相談室
●住民課国保年金係

☎0570（05）1165
☎（22）4134
☎（81）1827

……………………………
……………

……………………………

　国民年金は、老後や傷病・死亡の際の生活を３つの基礎年金（老齢・障害・遺族）でサポートします。支給を受
けるためには、一定の納付要件が必要です。
【老齢基礎年金】年金受給資格期間が10年以上になりました
　国民年金保険料を20歳～60歳まで納付し、65歳から生涯受給する年金です。受給するためには、保険料納付済
期間と保険料免除期間の合計が10年以上必要です。
　　　　　　　　　　　　受給額（年額）　　780,900円（令和３年度：40年間納付した場合）
【障害基礎年金】
　国民年金加入中（20歳前や老齢基礎年金を受給していない国内在住の60歳以上65歳未満を含む）に、病気やケ
ガで一定の障がいの状態になってしまった場合、受給できる年金です。生計を維持されている子がいる場合には、
子の人数に応じて加算があります。
　　　　　　　　　　　　受給額（年額）　　１級の障害の場合　　　　　976,125円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２級の障害の場合　　　　　780,900円 
【遺族基礎年金】
　国民年金にご加入中の方や老齢基礎年金の受給資格を満たした方が亡くなった場合、その方に生計を維持されてい
た子のいる配偶者、又は子が受給する年金です。子の人数に応じた額の遺族基礎年金が受給できます。
　　　　　　　　　　　　受給額（年額）　　配偶者と子（１人）の場合　1,005,600円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子（１人）の場合　　　　　　780,900円
　※子とは、18歳未満または障害のある20歳未満の子をいいます。

～～～～～～～

生活を支えるさまざまな基礎年金生活を支えるさまざまな基礎年金
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　日本年金機構では、国民年金保険料の納付・免除促進の一部業務について、民間事業者へ委託しています。
　これは、国が行っていた国民年金保険料の納付・免除促進の一部業務を民間事業者に委託することで、創意
工夫や独自ノウハウの活用により、低コストでより良いサービスの提供を目指すものです。

【訪問時の注意点】
・顔写真入り身分証明書を提示します。
・その場で現金をお預かりすることはありません。
　納付については、日本年金機構が発行した納付
　書により、金融機関やコンビニエンスストアで
　お支払いしていただくようご案内します。

日本年金機構では 国民年金保険料のご案内を　　　　   しています民間委託民間委託

≪主な業務≫
　電話・文書・戸別訪問による納付案内をさせて
いただく場合があります。
◎国民年金保険料の納付（未納）状況に関する納
　付のご案内
◎国民年金保険料免除・納付猶予制度のご案内

《ご案内させていただく委託事業者（栃木年金事務所）》
○事業者名　株式会社　バックスグループ
◎問 合 せ　☎0800（808）7000
※民間委託事業についての詳細や、その他の地域を担当する委託事業者については、日本年金機構ウェ
　ブサイトまたはお近くの年金事務所でご確認ください。

民間委託



令和３年 ～土地の標準価格を公表～

　９月22日付けで、令和３年地価調査結果が公表され
ましたので、壬生町の内容についてお知らせします。
地価調査は、国土利用計画法施行令に基づき、栃木県
知事が７月１日を基準日として調査したものです。
　この価格が民間の土地取引の目安となり、公共事業
の用地取得の基準になります。

※関係図書の閲覧は、役場総合政策課でおこなっています。
　また、栃木県内の内容は、栃木県の公式ウェブサイトでご覧いただけます。
　栃木県公式ウェブサイトhttps://www.pref.tochigi.lg.jp/より
　トップページ「くらし・環境」→「土地」→「地価」→「地価調査結果」

第１種中高層住居専用地域
○ 表町1928番２〔表町11－46〕  

第１種低層住居専用地域
○ 大字壬生丁字六美117番24  
○ 緑町１丁目1022番24〔緑町１－４－11〕

第１種住居地域
○ 中央町327番３〔中央町２－15〕 

近隣商業地域
○ 中央町1343番７〔中央町７－18〕  

市街化調整区域
○ 大字羽生田字前川原2346番４外  
○ 大字下稲葉字釜ヶ渕64番１外

３０,０００円（変動率：－０．７％）

３３,９００円（変動率：－０．９％）
４１,０００円（変動率：－１．５％）

３５,５００円（変動率：－２．０％）

４３,４００円（変動率：－２．３％）

１３,０００円（変動率：－１．５％）
１２,５００円（変動率：－０．８％）

令和３年
● 価格判定基準日
● 調査地点の名称
● 調査地点数
● 公表日
● 基準地の価格

令和３年令和３年
７月１日
基準地
町内７地点
令和３年９月22日（県公報）
１平方メートル当たりの価格

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」の送付
　１月１日～９月30日までの間に国民年金保険料を納付した方については11月上旬頃に、10月１日～12月31日
までの間に国民年金保険料を納付した方については翌年２月上旬頃に、日本年金機構から「社会保険料(国民年金
保険料)控除証明書」が送付されます。　

　１月１日～12月31日に納付した国民年金保険料(過年度分を含む)全額が社会保険料控除の対象となります。

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において社会保険料控除の対象となります。控除を受けるには、
納付したことを証明する書類の添付が義務付けられていますので、年末調整や確定申告の際には、必ず控除証明
書（または領収証書）を添付してください。
　ご家族の国民年金保険料を納付した場合も、申告者の社会保険料控除に加えることができますので、ご家族宛
てに送られた控除証明書も忘れずに申告しましょう。

控除証明書に関する問合せは専用ダイヤルにお願いします。
　　●専用ダイヤル　☎0570（003）004（ナビダイヤル）
　　　　　　　　　 　※一般の固定電話の場合、市内通話料金でご利用いただけます。
　　●050で始まる電話からおかけになる場合　☎03（6630）2525（通常の通話料金がかかります）
＜受付時間＞　月曜日～金曜日　　午前８時30分～午後７時
　　　　　　　第２土曜日　　　　午前９時30分～午後４時
　　　　　　　※祝日（第２土曜日を除く）、12月29日～１月３日はご利用いただけません。
公的年金の源泉徴収票の紛失・再交付に関する問合せは、ねんきんダイヤルまでお願いします。
　　●ねんきんダイヤル　☎0570（05）1165（ナビダイヤル）

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」の送付

地価調査地価調査地価調査地価調査
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※この試算は、通常加入で保険料月額２万円で加入し、
　65歳までの運用利回りが2.5％、65歳以降の予定利
　率が0.25％となった場合の試算です。受取総額は65
　歳での農業者年金加入者の平均余命を考慮し、男性
　86.5歳、女性92歳まで生存した場合の金額です。
※運用利回りは、加入後の経済変動により上下します。
　制度発足以降の18年間（令和元年度まで）の運用利
　回りの平均は、年率2.55％です。
※予定利率は毎年度、農林水産省告示により定められ、
　令和３年度は0.25%となっています。

①農業に従事されている方は誰でも加入できます。
　　原則60歳未満の国民年金第１号被保険者であって
　年間60日以上農業に従事している方なら誰でも加入
　できます。配偶者や後継者など家族農業従事者の方も
　加入できます。
②少子高齢化時代でも安心できる財政方式です。
　　財政方式は積立方式の確定拠出型で、保険料を支払
　っている方の数や年金を受給している方の数が変化し
　てもその影響を受けない制度です。年金資産は安全性
　を重視して運用しています。
③保険料は自分で選べ、いつでも見直しできます。
　　自分が必要とする年金の額の目標に向けて、保険料
　を自由に決められ（月額２万～６万７千円の間で千円
　単位）、経営の状況や老後設計に応じていつでも見直

　せます。また、途中脱退、再加入も可能で、納められ
　た保険料は将来年金として支給されます。
　　また、来年１月１日から、35歳未満で認定農業者
　に該当しない等一定の要件を満たす方の保険料が引き
　下げられ、１万円からでも加入できるようになります。
④税制面で大きな優遇措置があります。
　　支払った保険料は、全額が社会保険料控除の対象と
　なり、所得税・住民税が節税になります。（支払った
　保険料の15％～30％程度が節税）
　例：課税対象所得が195万円超330万円以下の方
　　　税率20．2％　保険料月額２万円（年額24万円）
　　　の場合、４万８千円の節税になります。
⑤終身年金です。
　　80歳までにお亡くなりになった場合、　死亡一時金
　があります。
⑥認定農業者など一定の要件を満たす方には、保険料の
　国庫補助があります。
　　認定農業者で青色申告をしている方やその方と家族
　経営協定を結んだ配偶者・後継者の方など一定の条件
　を満たす方には保険料の国庫補助（月額最高１万円、
　通算すると最大で216万円）があり、その国庫補助分
　も含めて将来年金が受給できます。
◎問合せ
　町農業委員会事務局　　　　　　☎（81）1875
　独立行政法人　農業者年金基金　☎03（3502）3199

20歳
30歳
40歳
50歳

40年
30年
20年
10年

76万円
50万円
30万円
13万円

64万円
42万円
25万円
11万円

1,624万円
1,078万円
638万円
284万円

1,717万円
1,139万円
675万円
301万円

加入年齢 納付期間
男性 女性 男性 女性
年金額（年額）

農業者年金に加入すれば～農業者年金の支給額の試算～（金額：万円未満四捨五入）
平均余命までの受給総額

　豊かな老後生活のためには、国民年金の他にプラスして、老後の生活費を自分で準備する必要があります。サラリーマ
ンは、厚生年金や共済年金で国民年金（基礎年金）への上乗せがあります（厚生年金のモデルケースでは月額約22万１千円
の年金額）が、農業者の皆様も、メリットがたくさんある農業者年金に加入して安心で豊かな老後を迎えましょう。

農業者年金でしっかり積み立て、

安心で豊かな老後へ

農業者年金の特徴
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◎問合せ　住民課　☎（81）1824
受付時間　平日午前８時30分から午後５時15分まで

※土曜日、日曜日、国民の祝日・休日、年末年始(12月29日から１月３日)は除きます

＊月曜日午後５時以降及び土・日曜日の交付は完全予約制となります。また、このお時間でのマイ
　ナンバーカードの申請とマイナポイントに関するお手続きは対応していません。

11月個人番号（マイナンバー）カード役場本庁交付日程表

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時45分

午前９時から
午後６時30分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後６時30分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後６時30分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後６時30分

午前９時から
午後６時30分

午前９時から
午後４時40分

日 月 火 水 木 金 土

13

19

12

午前９時から
午後４時45分
27

20

26

14 15 16 18

2

21 22 23 25

28 29 30

17

24

3

7

1 4

稲葉・南犬飼出張所でも交付を行っています。
※出張所での交付は完全予約制となりますので、本庁住民課までお電話ください。

65

令和３年９月末現在で34.13％の方が
個人番号（マイナンバー）カードを取得しています。
まだお持ちでない方はぜひゲットしてください！！

マイナポイントの取得可能期間が延長されました！！

9 108 11

　９月末までとされていた期間が12月末まで延長されましたので、令和３年４月末
までにマイナンバーカードの申請をされた方はぜひ申請ください。
　終了時期が近づきますと混み合う可能性がありますので、お知らせ（交付通知書）が
届いた方は早めにカードの受け取りをお願いします。

17

https://www.town.mibu.tochigi.jp/koukoku.html

◎問合せ　●総合政策課情報デジタル係　☎（81）1814



補助金・給付金等

【申請受付中】事業者向けコロナ関連支援事業

壬生町とちまる安心認証
促進事業補助金

壬生町販路開拓支援事業
補助金

壬生町非接触型決済導入
支援金

壬生町中小企業リース
経費支援補助金

壬生町新型コロナウイルス
中小企業事業継続応援金

壬生町新事業展開支援金

壬生町地域事業者応援金

施策名 内容・条件 金額 申請方法・期限 申請・問合せ
内容
　栃木県が実施する新型コロナウイルス感染症防止対策認証制度「と
ちまる安心認証」の取得を促進するため、安心認証取得店に支援金
を交付します。

条件
・食品衛生法の規定に基づく飲食店又は喫茶店の営業許可を受けて
　いること
・一般消費者向けの店内での飲食を伴う営業店舗を有すること
・町内に本社又は本店等の主たる事業所を有すること　等

内容
　新型コロナウイルス感染症の影響を受けた中小企業者が、新たな
販路を開拓するために、壬生町の観光資源等を活用した各種商品の
詰め合わせセットを作成・販売することを補助します。
対象経費
・箱等容器作成費　・各種広告経費　・通販等に係る経費　等

内容
　新型コロナウイルス感染症の予防対策として、キャッシュレス決
済や自動精算レジ等の導入を支援します。

条件
・町内に店舗及び事業所があること
・小売業、サービス業、飲食業等の対面で決済を行う業態であるこ
　と　等

内容
　新型コロナウイルス感染症の影響で売上が減少した町内の建設業
者又は製造業者に対し、事業継続のための支援としてリース経費の
一部を補助します。

条件
・町内に事業所があること
・令和２年２月以降、セーフティネット保証４号、５号又は危機関
連保証の認定を受けたこと（認定状況が不明の場合には、右記商工
観光課商工振興係へ問合せください。）　等

内容
　新型コロナウイルス感染症の影響で売上が減少した町内事業者に
対し、事業継続のための支援を実施します。

条件
・町内に従業員が常駐している事業所があること
・新型コロナウイルスの影響による令和３年度固定資産税の軽減措
　置を受けていること　等

内容
　新型コロナウイルスの影響を受け、新事業の開拓などを行うこと
によって売上を確保する取組を行う事業者を支援します。
（例）これまで主に飲食業を営む者が、新事業展開としてネット販
　　　売用の商品を製造する　等

ご注意ください！

条件
・町内に主たる事業所を有し、新型コロナウイルスの影響で新たに
事業を展開すること　等

内容
　新型コロナウイルスの影響を受け、厳しい経営状況にある事業者
や緊急事態宣言等に伴う飲食店の休業・時短営業や外出自粛等の影
響を受けた事業者に対し事業継続のための支援を実施します。

条件
・売上が前年又は前々年同月比で30％以上減少したこと
・国の月次支援金、栃木県地域企業事業継続支援金、栃木県地域企
　業応援金のいずれかを受給していること　等

条件
・町内に従業員が常駐している事業所があること
・今後も引き続き町内で事業を実施する意思のあること　等

申請方法
持参又は郵送

申請期限
12月28日（火）
当日消印有効

申請方法
持参又は郵送

申請方法
持参又は郵送

申請期限
12月28日（火）
当日消印有効

申請方法
持参又は郵送

申請期限
12月28日（火）
当日消印有効

申請方法
持参又は郵送

申請期限
12月28日（火）
当日消印有効

申請方法
持参又は郵送

申請期限
令和４年２月28日
（月）
当日消印有効

申請方法
持参又は郵送

申請期限
令和４年３月31日
（木）
当日消印有効

申請期限
令和４年２月28日
（月）
当日消印有効

一律：５万円

※申請は、１事業
者につき１回。

上限：10万円

※ただし、２以上
の中小企業者が連
携して作成する場
合は、上限を20万
円とします。

一律：10万円

※申請は、１店舗
・１事業所につき
１回。

上限：10万円

※申請は、１事業
者につき１回。

法人：10万円
個人：５万円

※申請は、１事業
者につき１回。

１事業者あたり対
象事業費の４／５
を補助。
上限：50万円

※申請は、１事業
者につき１回。

一律：10万円

※申請は、１事業
者につき１回。

申請書類は、町公式
ウェブサイトでダウ
ンロードしていただ
くか、役場商工観光
課又は商工会窓口に
て配布しています。

商工観光課
観光交流係
☎（81）1844

申請書類は、町公式
ウェブサイトでダウ
ンロードしていただ
くか、役場商工観光
課又は商工会窓口に
て配布しています。

商工観光課
商工振興係
☎（81）1845

～ 壬生町では、新型コロナウイルスの影響で売上減少した事業者やコロナ禍の事業者の新たな取組を支援しています ～

※　国・県・町それぞれに類似した施策があります。施策ごとに申請条件や期限等が異なりますので、申請の際にはご注意ください。
※　申請にあたり、詳細な申請条件や添付書類等は、各申請要領等を必ずご確認ください。

コロナ関連の各施策をご案内させていただきますので、該当される事業者様にご活用いただければ幸いです。

商工観光課からのお知らせ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

18



19

ゆうがおスポーツクラブ
教室参加者募集

ジュニアランニング ボルダリング ジュニア硬式テニス
毎月第２第４火曜日　町運動場

17：30～18：30
講　師　ガンドゥ　ベンジャミン

参加費　２００円

毎週金曜日　ボルダリングルーム
19：30～20：30
講　師　粂川　祐子
参加費　５００円

毎週土曜日　町テニスコート
13：30～15：00
講　師　原子　光子
参加費　２００円

ピラティス 夜のピラティス
毎週水曜日　管理棟会議室

9：30～10：30
講　師　白寄　道代
参加費　３００円

エアロビクス
毎週木曜日　町武道館
10：00～11：00
講　師　白寄　道代
参加費　３００円

毎週木曜日　管理棟会議室
19：00～20：00
講　師　白寄　道代
参加費　５００円

ラージボール卓球
毎週　火曜日　町体育館
13：30～15：30
講　師　森田　眞司
参加費　２００円

硬式テニス（一般）
毎週木曜日　町テニスコート

19：00～21：00
講　師　青木　一男
参加費　２００円

総合型地域スポーツクラブ 「ゆうがおスポーツクラブ」事務局
☎（51）6022　FAX（51）2943　E-mail yuugaosc@cc9.ne.jp

◎問合せ

ヨ　ガ
毎週金曜日　管理棟会議室

10：30～11：30
講　師　河村　舞子
参加費　２００円

毎週金曜日　管理棟会議室
15：15～16：30
講　師　神山　裕子
参加費　3００円

貯筋運動

健康体操
毎月第２第４火曜日　管理棟会議室

13：30～15：00
講　師　柴﨑　享子
参加費　２００円

エンジョイゴルフ
毎月最終月曜日　花見が丘ゴルフセンター

19：00～20：00
講　師　相田　喜久夫
参加費　２００円

太極拳
毎月第１第３火曜日　町武道館

13：30～15：30
講　師　上田　キミ
参加費　２００円

フラダンス
毎月第２第４木曜日　管理棟会議室

13：30～15：00
講　師　杉崎　敏子
参加費　２００円

家族でスポーツ
毎週金曜日　町体育館
19：00～21：00
参加費　２００円

バドミントン・ソフトバレー

みんなで新卓球
毎週木曜日　町体育館
9：30～11：30
参加費　１００円

バスケットボール
火曜日　南犬飼中体育館
19：30～20：30
講　師　大塚　正春
参加費　３００円

ゆうがおスポーツクラブ各教室の参加者を随時募集しています。
年度の途中での参加も可能ですので興味のある方は是非ご参加ください！
下記教室の参加費は会員の参加料で、会員外の方は別料金となります。
ゆうがおスポーツクラブ会員になるには別途年会費等がかかります。

※開催は都合により、お休み・中止になる場合があります。
※教室・イベント開催についての詳細はホームページをご覧いただくか、事務局まで問合せください。

エンジョイスリム
毎週水曜日　管理棟会議室

19：00～20：30
講　師　神山　裕子
参加費　５００円

くめかわ　　ゆう こ はら こ　　  みつ こ

しらより　　みち よ しらより　　みち よ しらより　　みち よ

かわむら　　まい こ かみやま　　ゆう こ かみやま　　ゆう こ

もり  た       しん じ しばざき    きょうこ うえ だ

すぎさき　　とし  こ あお き       かず お あい  だ         き　く　お

おおつか　　まさはる



お し ら せ

No. タイトル名 対象 参加費日にち 曜日 時　　間 定員 申込期間/方法

1

２

３

４

５

６

○場所・問合せ　とちぎわんぱく公園　☎（86）5855

1,000円

リンゴでつくろう
‘きらきらジャム’

13：00～14：30

①10：00～11：30
②13：00～14：30

小学生以上の
親子（２人１組） ６組

親子うどん教室 10：00～12：00

9：00～11：00

親子（２人１組） ６組 11/4（木）9：00～
電話か来所にて（先着順）

鳥をみよう

クリスマスを彩る
マイカップorプレート作り

各回
６名

８名

各500円

800円

無料

無料

400円

ネイチャーゲームで
秋色みつけた！ 家族 25名 当日会場にて（先着順）

‘クリスマスリース’づくり

10：00～12：00

小学３年生
以上

11/11（木）9：00～
電話か来所にて（先着順）

10：00～11：30
13：00～14：30 どなたでも

①親子
②大人

①６組
　（12名）
②12名

10/21（木）9：00～
電話か来所にて（先着順）

10/23（土）9：00～
電話か来所にて（先着順）

11/20（土）

11/21（日）

11/23（火・祝）

12/4（土）

12/11（土）

12/12（日） 11/12（金）9：00～
電話か来所にて（先着順）

20

●　119番通報が利用できない場合がある時間
　　令和３年11月11日（木）午後11時から12日（金）午前６時の
　　時間帯のうち５分間程度

◎問合せ　石橋地区消防組合　通信指令課　0285（53）1119

●　臨時119番受付番号

　　080（2072）2401

　ＮＴＴ東日本が電話交換機のメンテナンス工事を下記の時間帯に実施します。つきまして
は作業時間内において一時的に１１９番通報を利用できない場合がございます。
　下記時間帯に１１９番通報してつながらない場合は、
　　　　　　０８０（２０７２）２４０１におかけ直しください。
　なお、臨時１１９番受付番号は作業時間内で１１９番が利用できない場合がある時間帯に
利用できる番号ですので、作業が終了しますと利用できません。
　大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解ください。

ＮＴＴ東日本電話交換機のメンテナンス工事に伴う
119番通報一時停止について119番通報一時停止について



○
日
時　
令
和
４
年
１
月
９
日（
日
）

　
受
付　
午
前
９
時
〜
９
時
45
分

　
式
典
・
記
念
写
真
撮
影
等　
午
前
10

　
時
〜
正
午

○
場
所　
城
址
公
園
ホ
ー
ル
（
壬
生
中

央
公
民
館
）
大
ホ
ー
ル

※
ご
来
場
は
送
迎
又
は
乗
り
合
わ
せ

○
対
象　
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成

14
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

○
案
内
状　
９
月
下
旬
に
「
案
内
は
が

き
」
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

※
町
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
方

で
、
本
町
で
の
出
席
を
希
望
す
る
場
合

に
は
左
記
連
絡
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

〈
申
出
事
項
〉
氏
名
、
生
年
月
日
、
住

所
、
電
話
番
号
、
世
帯
主
名
、
卒
業
し

た
中
学
校
名　
　

◎
問
合
せ　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎（
81
）１
８
７
３

F
A
X（
82
）０
9
3
5

Ｅ
メ
ー
ル

○
日
時　
12
月
11
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜 

午
後
１
時

○
場
所　
生
涯
学
習
館　
調
理
室 　

○
対
象　
一
般
成
人　
10
名

○
参
加
費　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

○
申
込　
11
月
20
日（
土
）９
時
よ
り
電

話
受
付
（
先
着
順
）

○
申
込
先　
福
田　
☎（
86
）０
１
５
３

○
持
ち
物 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
等
、

マ
ス
ク

◎
問
合
せ　
福
田　
☎（
86
）０
１
５
３

　
　
　
　
　
間
中　
☎（
86
）１
７
８
３

○
日
時　
12
月
４
日（
土
）

　
午
前
10
時 

〜 

正
午

○
場
所　
と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
２
階　

第
２
研
修
室

○
内
容　
①
講
話
（
60
分
）
②
ふ
り
か

え
り
・
懇
談
会（
30
〜
60
分
）

○
対
象　
福
祉
・
介
護
職
未
経
験
者

（
興
味
が
あ
る
方
）
や
福
祉
・
介
護
職

へ
の
就
職
希
望
者
、
他
分
野
か
ら
の
転

職
を
考
え
て
い
る
方
、
資
格
を
持
っ
て

い
る
が
経
験
が
少
な
い
方
等

○
定
員　
15
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）

○
参
加
費　
無
料

○
申
込　
電
話
、
又
は
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

◎
問
合
せ　
（
福
）栃
木
県
社
会
福
祉
協

議
会　
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

〒
３
２
０
‐
８
５
０
８
（
宇
都
宮
市
若

草
１
‐
10
‐
６
）
と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ

３
階

☎
０
２
８（
６
４
３
）５
６
２
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
８（
６
２
３
）４
９
６
３

　
薬
物
依
存
症
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
家

族
は
ど
う
関
わ
っ
た
ら
良
い
の
か
わ
か

ら
な
い
・
・
・
同
じ
よ
う
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
他
の
ご
家
族
と
一
緒
に
話
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
初
め
て
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
職
員
に
よ
る
事
前
面
談
が

あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
お
電
話
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

○
日
時　
12
月
２
日（
木
）　

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

○
場
所 
栃
木
県
庁
小
山
庁
舎
本
館

　
（
小
山
市
犬
塚
３
‐
１
‐
１
）

◎
申
込
・
問
合
せ　
県
南
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
生
活
衛
生
課　
生
活
薬
事　
　

☎
０
２
８
５（
22
）６
１
１
９
（
祝
休
日

除
く
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

○
期
間　
〜
12
月
26
日（
日
）ま
で

○
開
館
時
間

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
最
終

入
館
は
午
後
４
時
30
分
）

※
休
館
日
は
月
曜
日

○
観
覧
料　
一
般
１
，
２
０
０
円
、
大

高
生
６
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

◎
問
合
せ

栃
木
県
立
美
術
館　

☎
０
２
８（
６
２

１
）３
５
６
６

　
毎
年
実
施
し
て
い
る
壬
生
町
消
防
団

通
常
点
検
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

◎
問
合
せ　
総
務
課
消
防
防
災
係

☎ （
81
）１
８
０
８

○
日
時　
12
月
16
日（
木
）　
午
後
１
時

30
分 

〜 

午
後
３
時
30
分

○
場
所 
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

特
別
室

○
内
容　

【
テ
ー
マ
】
上
手
な
病
院
の
か
か
り
方

【
講
師
】
公
益
財
団
法
人
田
附
興
風
会

医
学
研
究
所
北
野
病
院　

消
化
器
外
科
医
師　
山
本　
健
人

○
そ
の
他　
詳
細
は
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
合
せ　
栃
木
県
医
療
政
策

課　☎
０
２
８（
６
２
３
）３
０
８
５

　
下
水
道
普
及
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
（
壬
生

町
内
小
学
校
児
童
分
）
の
入
選
作
品
を

左
記
の
通
り
展
示
し
ま
す
。

○
期
間　
11
月
４
日（
木
）〜
18
日（
木
）

○
場
所　
城
址
公
園
ホ
ー
ル　
ロ
ビ
ー

（
壬
生
中
央
公
民
館　
本
丸
一
丁
目
８

‐
33
）

【
休
館
日
】
月
曜
日
、
火
曜
日
の
午
前

中◎
問
合
せ　
下
水
道
課
業
務
係

☎（
81
）１
８
５
８

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
人
権

擁
護
委
員
に
よ
る「
特
設
人
権
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。

　
相
談
内
容
は
秘
密
が
守
ら
れ
、
相
談

料
は
無
料
で
す
。
皆
さ
ん
の
毎
日
の
生

活
の
中
で
、
「
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
？
」
と
感
じ
た
り
「
ど

こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
？
」

と
思
い
悩
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
人
権
擁

護
委
員
が
皆
さ
ん
と
と
も
に
問
題
解
決

の
た
め
の
方
法
を
考
え
ま
す
。

○
日
時　
12
月
７
日（
火
）　
午
後
１
時

30
分 

〜 

４
時

○
場
所 
ひ
ば
り
館
Ａ
会
議
室

○
対
象　
全
町
民

○
申
込 
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、

お
待
た
せ
し
な
い
た
め
に
事
前
予
約
を

お
勧
め
し
ま
す
。

「
福
祉
・
介
護
職
ス
タ
ー
ト

講
座
」
の
お
知
ら
せ

生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

人
生
１
０
０
年 

壬
生
で
学
び
生

き
る
〜
挑
戦
す
る
気
持
ち
で
〜　

第
４
回
「
お
せ
ち
料
理
」

令
和
３
年
度
壬
生
町
消
防
団

通
常
点
検
中
止
の
お
知
ら
せ

名
画
で
た
ど
る
西
洋
絵
画
４
０
０
年

珠
玉
の
東
京
富
士
美
術
館
コ
レ
ク

シ
ョ
ン

薬
物
依
存
症
家
族
の
集
い（
つ
ど
い
）

お し ら せ

催
し
・
講
座

催
し
・
講
座
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第
73
回
壬
生
町
二
十
歳
の
集

い
（
成
人
式
）
の
ご
案
内

gakusyu@
tow
n.m
ibu.tochigi.jp

栃
木
県
医
療
安
全
講
習
会

下
水
道
普
及
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー

の
展
示
に
つ
い
て

身
近
な
こ
と
で
困
っ
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

や
ま
も
と　
　
た
け
ひ
と



◎
問
合
せ　
生
活
環
境
課
く
ら
し
安
心

係　
☎（
81
）１
８
２
６

　
12
月
５
日（
日
）に
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
し
た「
ゆ
う
が
お
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
再
拡

大
（
リ
バ
ウ
ン
ド
）
防
止
の
た
め
、
中

止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
合
せ　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
係

　

 

☎（
82
）２
３
４
５

　
安
塚
駅
前
広
場
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
点
灯
し
ま
す
。
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
点
灯
式
は
12
月
４
日（
土
）午
後
４
時

30
分
か
ら
開
催
し
ま
す
。
飲
み
物
販
売
、

お
子
様
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

　
ま
た
、
駅
前
市
場
を
12
月
18
日（
土
）

午
前
11
時
か
ら
開
催
し
ま
す
。
飲
み
物
、

き
の
こ
、
ジ
ャ
ム
、
パ
ン
、
花
の
販
売

や
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
の
販
売
、
お
子

様
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

○
点
灯
期
間　
12
月
４
日（
土
）〜
令
和

４
年
２
月
25
日（
金
）　
午
後
５
時
〜
10

時○
場
所　
安
塚
駅
前
広
場

◎
問
合
せ　
安
塚
駅
前
広
場
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
実
行
委
員
会
会
長　
小
川

☎
０
８
０（
８
０
１
１
）０
６
３
３

　
日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
市
場
開
放
に

よ
る
「
県
南
市
場
ま
つ
り
（
感
謝
市
）」

を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
中
止
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
開
催
を
楽
し
み
に
し
て
い
た

だ
い
て
い
た
皆
様
に
は
大
変
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
合
せ　
栃
木
県
南
地
方
卸
売
市
場

協
力
会　
〒
３
２
３
‐
０
０
５
２　
栃

木
県
小
山
市
下
河
原
田
９
５
４

☎
０
２
８
５（
38
）３
３
３
０　

※
営
業
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
日
曜
・
祝
日
は
定
休
日
）

○
募
集
学
科　
木
造
建
築
科
・
建
築
設

計
科
・
広
告
美
術
科
・
フ
ラ
ワ
ー
装
飾

科○
対
象　
各
学
科
に
関
連
す
る
事
業
所

等
に
就
職
し
て
い
る
方
で
、
雇
用
保
険

又
は
建
設
業
の
一
人
親
方
等
の
労
災
保

険
に
加
入
し
て
い
る
方
。
（
加
入
予
定

者
も
含
む
）

※
再
就
職
の
準
備
中
の
方
も
入
校
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す

※
そ
の
他
の
入
校
希
望
者
も
相
談
に
応

じ
ま
す

◎
申
込
・
問
合
せ　
宇
都
宮
共
同
高
等

産
業
技
術
学
校

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
２
８（
６
２
２
）１
２

７
１
　
詳
細
は
公
式
ウ
ェ
ブ

　
サ
イ
ト

○
日
時　
定
例
会
予
定　
11
月
30
日

（
火
）か
ら

○
会
期
日
程
等　
詳
細
に
つ
い
て
は
、

11
月
26
日
頃
ま
で
に
町
の
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
問
合
せ　
議
会
事
務
局

☎（
81
）１
８
６
６

　
宅
配
業
者
を
名
乗
っ
た
不
在
メ
ー
ル

に
よ
る
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。
万
が

一
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
れ
た
方
は
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例

　
宅
配
業
者
を
名
乗
る
者
か
ら
「
お
客

様
に
お
荷
物
の
お
届
け
に
あ
が
り
ま
し

た
が
不
在
の
為
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
下

記
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
」
と
い
う
内

容
の
メ
ー
ル
が
届
い
た
。
ア
ク
セ
ス
し

Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し
た
と
こ

ろ
、
後
日
キ
ャ
リ
ア
決
済
な
ど
を
不
正

利
用
さ
れ
て
、
身
に
覚
え
の
な
い
請
求

を
さ
れ
た
。

○
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

　
不
在
通
知
が
届
い
て
も
安
易
に
ア
ク

セ
ス
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
メ
ー
ル
の
中
に
は
有
名
企
業
を
装
っ

た
偽
サ
イ
ト
へ
誘
導
し
、
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス

ワ
ー
ド
な
ど
の
個
人
情
報
の
入
力
を
要

求
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

メ
ー
ル
」
も
あ
り
ま
す
。
個
人
情
報
を

要
求
す
る
怪
し
い
メ
ー
ル
を
受
け
取
っ

た
場
合
は
、
安
易
に
個
人
情
報
を
入
力

す
る
の
で
は
な
く
、
直
接
利
用
会
社
に

問
合
せ
を
行
う
な
ど
の
確
認
を
し
ま
し

ょ
う
。

◎
問
合
せ　
壬
生
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎（
82
）１
１
０
６

　
都
市
計
画
を
変
更
す
る
に
あ
た
り
、

都
市
計
画
の
案
を
縦
覧
し
ま
す
。 

　
こ
の
都
市
計
画
の
案
に
つ
い
て
意
見

の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
中
、
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
縦
覧
す
る
都
市
計
画
の
案
（
壬
生
町

決
定
）

・
宇
都
宮
都
市
計
画
道
路
の
変
更

３
・
４
・
９
０
２
国
谷
駅
前
線
（
国
谷

駅
前
広
場
）

○
対
象
と
す
る
土
地
の
区
域

　
至
宝
一
丁
目
地
内

○
案
の
縦
覧
期
間
及
び
意
見
書
提
出
期

間
　
11
月
10
日（
水
）〜
24
日（
水
）

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
都
市
計
画
の
案
に
つ
い
て
意
見
の
あ

る
方
は
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

職
業
並
び
に
意
見
の
趣
旨
及
び
そ
の
理

由
を
書
い
た
意
見
書
を
必
ず
意
見
書
提

出
期
間
内
に
、
意
見
書
提
出
場
所
へ
持

参
又
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
さ
れ
た
意
見
書
の
要
旨
は
都
市
計

画
審
議
会
に
提
出
さ
れ
ま
す
。　

◎
案
の
縦
覧
場
所
、
意
見
書
の
提
出
先

及
び
問
合
せ　
都
市
計
画
課
都
市
計
画

係　
☎（
81
）１
８
５
３

　
壬
生
町
広
報
番
組
「
壬
生
ホ
ッ
と
チ

ャ
ン
ネ
ル
」
を
栃
木
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
放
送
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
情
報
や
、

子
育
て
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
、

都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
を
実

施
し
ま
す

安
塚
駅
前
広
場
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
点
灯
イ
ベ
ン
ト
開
催

『
県
南
市
場
ま
つ
り（
感
謝
市
）』

の
開
催
中
止　
の
お
知
ら
せ

文
字
だ
け
で
な
く
映
像
で
も

皆
様
に
様
々
な
情
報
を
発
信

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
！

お し ら せ

22

募
集
募
集

宇
都
宮
共
同
高
等
産
業
技
術

学
校（
職
業
訓
練
校
）令
和
４

年
度
訓
練
生
募
集
の
お
知
ら
せ

議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

不
在
メ
ー
ル
に
ア
ク
セ
ス
し

た
ら
身
に
覚
え
の
な
い
請
求

を
さ
れ
た
！

第
10
回
壬
生
町
ゆ
う
が
お
マ
ラ

ソ
ン
大
会
中
止
の
お
知
ら
せ



壬
生
町
に
お
住
い
の
皆
様
に
動
画
で
わ

か
り
や
す
く
、
情
報
を
お
届
け
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
も
配
信
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
視
聴
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
】

◎
問
合
せ　
総
合
政
策
課
情
報
デ
ジ
タ

ル
係　
☎（
81
）１
８
１
４

　
年
齢
を
重
ね
て
も
、
ま
だ
ま
だ
元
気

で
働
き
た
い
意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上
の

皆
さ
ん
、
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
。
説

明
会
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

日
程
の
都
合
が
つ
か
な
い
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

○
入
会
資
格

・
町
内
在
住
で
原
則
60
歳
以
上
の
方

・
健
康
で
、
働
く
意
欲
の
あ
る
方
（
特

別
な
資
格
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

・
シ
ル
バ
ー
事
業
の
趣
旨
を
理
解
し
、

賛
同
す
る
方

○
日
時　
12
月
１
日（
水
）　
午
後
１
時

30
分
〜
（
30
分
程
度
）

○
場
所　
壬
生
町
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ

ラ
ザ
研
修
室（
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
南
西
）

○
説
明
会
内
容　
入
会
資
格
説
明
・
シ

ル
バ
ー
事
業
の
趣
旨
・
概
要
説
明
・
入

会
申
込
書
の
記
入
方
法
・
質
疑

　
長
い
経
験
と
キ
ャ
リ
ア
の
持
ち
主
、元

大
工
さ
ん
な
ど
が
技
と
心
で
研
ぎ
ま
す
。

○
日
時　

12
月
14
日（
火
）　
役
場
本
庁
舎

（
駐
車
場
北
西
側 
車
庫
）

12
月
21
日（
火
）　
南
犬
飼
出
張
所

（
入
口
東
側 

自
転
車
置
場
）

○
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

○
料
金　
菜
切
り
包
丁
３
０
０
円
・
出

刃
４
０
０
円
・
剪
定
ハ
サ
ミ
４
５
０
円

・
刈
込
ハ
サ
ミ
、
ナ
タ
５
０
０
円

※
刃
こ
ぼ
れ
、
サ
ビ
落
と
し
は
、
割
り

増
し
１
０
０
円
〜
５
０
０
円

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　
（
公
社
）壬
生
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー　
☎（
82
）４
６
８
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
82
）４
６
８
７

　
近
年
、
大
雨
や
台
風
に
よ
り
道
路
が

冠
水
し
た
り
、
ご
自
宅
に
雨
水
が
流
入

し
た
り
と
い
っ
た
被
害
が
多
く
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
町
職
員
だ
け
で
は
対
応

が
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
自
宅
の
前
や
お
持
ち
の
田
畑
の

前
に
あ
る
道
路
側
溝
に
つ
い
て
、
定
期

的
な
清
掃
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
土
の
う
袋
の
配
布
に
つ
い
て

　
側
溝
清
掃
時
に
出
た
土
砂
は
、
袋
に

入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
町
で
回
収
し
ま

す
。
袋
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
も
構
い

ま
せ
ん
が
、
建
設
課
で
土
の
う
袋
の
配

布
も
行
っ
て
い
ま
す
。
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。
要
望
数
や
申
込
み
が
多
い

と
き
は
、
在
庫
数
の
範
囲
内
で
調
整
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

○
土
砂
の
回
収
に
つ
い
て

　
側
溝
清
掃
終
了
後
、
土
砂
を
入
れ
た

袋
に
つ
い
て
は
、
後
日
回
収
に
伺
い
ま

す
。
左
記
の
事
項
に
つ
い
て
、
建
設
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
袋
を
置
い
て
い
る
場
所
・
袋
の
個
数

・
氏
名
・
連
絡
先

◎
問
合
せ　
建
設
課
管
理
係　
☎（
81
）

１
８
５
０　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
82
）８
２
５
２

　
11
条
検
査
と
は
毎
年
一
回
定
期
的
に

行
う
検
査
で
す
。
こ
れ
ら
の
検
査
は
、

浄
化
槽
の
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
、

き
れ
い
な
処
理
水
が
放
流
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
を
栃
木
県
の
指
定
す
る
機
関

（
一
般
社
団
法
人　
栃
木
県
浄
化
槽
協

会
）
が
検
査
す
る
も
の
で
、
浄
化
槽
（

既
存
の
単
独
処
理
浄
化
槽
も
含
む
）
を

設
置
し
て
い
る
方
は
必
ず
こ
の
検
査
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
11
条
検
査
に
関
す
る
手
続
き
は
、
通

常
の
保
守
点
検
と
併
せ
て
保
守
点
検
業

者
へ
委
託
で
き
ま
す
の
で
、
ご
契
約
の

保
守
点
検
業
者
へ
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

法
定
検
査
を
受
け
な
い
と
、
法
を
執

行
す
る
町
長
か
ら
「
検
査
を
受
け
る
よ

う
」
勧
告
・
命
令
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に

違
反
す
る
と
30
万
円
以
下
の
過
料
に
処

せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　
下
水
道
課
業
務
係

☎（
81
）１
８
５
８

　
民
有
林
の
立
木
伐
採
を
す
る
際
に
は

町
長
へ
「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の

届
出
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
届
出

の
な
い
伐
採
行
為
に
つ
い
て
は
、
森
林

法
に
よ
り
法
律
で
罰
せ
ら
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

○
届
出
の
必
要
な
森
林
と
は
？

　
伐
採
面
積
１
ｈ
ａ
未
満
で
壬
生
町
内

の「
地
域
森
林
計
画
」の
対
象
と
な
っ
て

い
る
民
有
林
の
立
木
伐
採
に
は
、
伐
採

本
数
に
関
わ
ら
ず
届
出
が
必
要
で
す
。

計
画
区
域
に
つ
い
て
は
役
場
農
政
課
で

確
認
で
き
ま
す
。

○
届
出
の
時
期
は
？

　
伐
採
開
始
の
90
日
前
か
ら
30
日
前
ま

で
の
間
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
郵
送
の
場
合
は
、
到
達
日
が
届
出
書

の
提
出
日
と
な
り
ま
す
。

○
林
地
開
発
・
保
安
林
内
の
立
ち
木
伐

採
等
に
つ
い
て

　
１
ｈ
ａ
以
上
の
林
地
開
発
や
保
安
林

内
の
立
木
を
伐
採
す
る
と
き
に
は
、
町

長
の
許
可
を
必
要
と
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
内
容
に
よ
り
届
出
の
時
期
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
届
出
・
問
合
せ　
農
政
課
農
村
保
全

係　
☎（
81
）１
８
４
０

　
令
和
３
年
度
か
ら
壬
生
町
敬
老
金
等

給
付
事
業
の
内
容
が
改
正
に
な
り
ま
し

た
。

①
令
和
３
年
度
に
77
歳
に
な
る
方

　
お
祝
い
金
５
，
０
０
０
円

②
78
歳
以
上
の
方

　
町
内
で
使
用
で
き
る
商
品
券
（
１
，

０
０
０
円
分
）

③
１
０
０
歳
を
迎
え
る
方　
　
　
　
　

　
町
長
が
訪
問
し
、
お
祝
い
状
、
花
束

の
贈
呈
及
び
記
念
撮
影

①
〜
②
の
令
和
３
年
度
の
事
業
は
９
月

下
旬
ま
で
に
実
施
し
ま
し
た
。

③
に
つ
い
て
は
お
誕
生
日
の
前
に
日
程

に
つ
い
て
ご
相
談
し
て
伺
い
ま
す
。

◎
問
合
せ　
健
康
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

☎（
81
）１
８
３
０

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
会
員
募
集
中（
入
会
説
明
会
）

刃
物
研
ぎ
の
お
知
ら
せ

森
林
伐
採
に
は
伐
採
届
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

令
和
３
年
度
の
敬
老
事
業
に

つ
い
て
の
お
し
ら
せ

お し ら せ

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
し
ら
せ

側
溝
清
掃
の
お
願
い

浄
化
槽
11
条
検
査
の
受
検
に

つ
い
て

https://w
w
w
.tow

n.m
ibu.tochi

gi.jp/docs/2018090300014/
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○
入
居
者
募
集
住
宅

○
家
賃
の
金
額
は
、
最
新
の
所
得
に
よ

っ
て
決
ま
り
ま
す
。

○
対
象　

１
．
現
在
同
居
し
て
い
る
、
又
は
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方
（
３
ヶ

月
以
内
に
結
婚
、
同
居
す
る
婚
約
者
を

含
む
。
）

　
町
営
住
宅
に
単
身
で
入
居
を
希
望
す

る
場
合
の
方
で
も
、
一
定
の
条
件
を
満

た
せ
ば
申
込
み
で
き
ま
す
。（
左
記
※

参
照
）

２
．
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
方
（
申
込
者
又
は
同
居
予
定
の

方
が
住
宅
を
所
有
し
て
い
る
場
合
は
原

則
と
し
て
申
し
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
）

３
．
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

４
．
暴
力
団
員
で
な
い
方
（
同
居
者
も

含
み
ま
す
）

５
．
所
定
の
計
算
方
法
に
よ
り
算
出
し

た
世
帯
全
員
の
所
得
額
が
次
の
金
額
以

下
で
あ
る
方

◇
世
帯
全
員
の
月
あ
た
り
所
得

・
一
般
世
帯
１
５
８
，
０
０
０
円
以
下

・
裁
量
階
層
世
帯
（
左
記
※
参
照
）

　
２
１
４
，
０
０
０
円
以
下

※
満
60
歳
以
上
で
あ
る
、
障
害
者
手
帳

を
持
っ
て
い
る
、
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
等

○
申
込
方
法　
11
月
１
日（
月
）以
降
に

建
設
課
住
宅
係
で
入
居
申
込
書
を
配
布

し
ま
す
（
土
日
を
除
く
）
。

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
入
居
申
込

書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
下
記
の
受
付

期
間
中
に
建
設
課
住
宅
係
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間　
11
月
１
日（
月
）〜
19
日

（
金
）　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

ま
で
（
土
日
祝
を
除
く
）

　
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り

ま
す
。
抽
選
会
は
11
月
22
日（
月
）午
前

10
時
か
ら
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
入
居
資
格
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
配
布
す
る
入
居
申
込
案
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

○
入
居
日
は
12
月
１
日（
水
）以
降
に
な

り
ま
す
（
事
務
手
続
き
の
都
合
に
よ
り

前
後
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
）
。

○
入
居
の
際
に
は
、
家
賃
２
ヶ
月
分
の

保
証
金
と
連
帯
保
証
人
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
連
帯
保
証
人
は
壬
生
町
に
居
住

し
て
い
る
方
ま
た
は
県
内
に
居
住
し
て

い
る
親
族
の
方
で
１
名
で
す

◎
問
合
せ　
建
設
課
住
宅
係　
☎（
81
）

１
８
４
９

　
確
認
し
ま
し
ょ
う
！
栃
木
県
の

　
最
低
賃
金　
時
間
額 

８
８
２
円

　
す
べ
て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
３
年
10
月
１
日　
発
効

　
特
定
の
産
業
に
は
特
定
最
低
賃
金
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
問
合
せ　
栃
木
労
働
局
労
働
基
準
部

賃
金
室
（
☎
０
２
８（
６
３
４
）９
１
０
９
）

又
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

　
11
月
は
、
令
和
２
年（
２
０
２
０
年
）

中
に
個
人
で
事
業
を
営
ま
れ
て
い
た
方

の
第
二
期
分
の
納
期
と
な
り
ま
す
。

　
納
期
限
は
、
11
月
30
日（
火
）で
す
の

で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
等
で
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
第
二
期
分
の
納
付
書
は
第
一

期
分
と
併
せ
て
８
月
に
発
送
済
み
で
す
。

紛
失
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
の
問
合

せ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　
栃
木
労
働
局
労
働
基
準
部

賃
金
室
（
☎
０
２
８（
６
３
４
）９
１
０
９
）

又
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

　
令
和
４
年
１
月
か
ら
３
月
の
期
間
に

発
生
す
る
資
源
物
の
売
却
入
札
を
実
施

し
ま
す
。

○
売
却
す
る
資
源
物

　
可
燃
系
資
源
物
（
新
聞
紙
、
雑
誌
、

段
ボ
ー
ル
、
紙
パ
ッ
ク
、
布
類
）
及
び
、

不
燃
系
資
源
物
（
ア
ル
ミ
缶
プ
レ
ス
、

鉄
缶
プ
レ
ス
、
鉄
ク
ズ（
雑
品
））

○
入
札
参
加
方
法
等

　
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
の
「
壬
生
町

清
掃
セ
ン
タ
ー
資
源
物
売
却
入
札
説
明

書
（
令
和
３
年
度
第
４
四
半
期
分
）
」

を
一
読
し
、
ご
承
知
の
上
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
回
の
入
札
に
参
加
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
11
月
８
日（
月
）ま
で
に

入
札
参
加
資
格
登
録
の
手
続
き
が
済
ん

で
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

別
途
、
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
の

「
令
和
３
年
度
壬
生
町
清
掃
セ
ン
タ
ー

資
源
物
買
取
事
業
者
入
札
参
加
資
格
登

録
者
募
集
要
項
」
を
併
せ
て
確
認
し
、

ご
承
知
の
上
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
11
月
25
日（
木
）　
午
前
10
時

〜○
場
所　
壬
生
町
清
掃
セ
ン
タ
ー　
２

階
会
議
室

○
対
象　
資
源
物
買
取
事
業
者
入
札
参

加
資
格
登
録
者

◎
問
合
せ　
生
活
環
境
課
清
掃
セ
ン
タ

ー　
☎（
82
）３
４
２
４

令
和
３
年
度
第
４
四
半
期
壬

生
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
資
源
物

売
却
入
札
の
実
施
に
つ
い
て

個
人
事
業
税
の
納
税
に
つ
い
て

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
（
９

部
屋
）

お し ら せ

栃
木
県
最
低
賃
金
の
ご
案
内
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住　宅 棟 階数 間取り家賃（円）

壬生駅まで
徒歩約２分

下台団地
（駅東町4－24）

国谷駅まで
徒歩約７分

ひばりヶ丘団地
（大字壬生丁
281）

備　考

駐車場は１世帯に１台
です。
給湯器・浴槽・風呂釡
はありません。

家賃はあくまで予定で
す。家賃算定の結果こ
の範囲外になる可能性
もあります。

家賃のほか共益費がか
かります。18,100～

26,900円

３号棟 15,700～
23,300円

3Ｋ
（54.9㎡）

２階
３階
４階

２階
３階４号棟 3Ｋ

（62.0㎡）

15,400～
22,900円１号棟 ３階 3Ｋ

（54.9㎡）

３号棟 13,000～
19,300円３階 3K

 (49.9㎡)

２号棟 12,800～
19,000円４階 3K

 (49.9㎡)

日時 令和３年12月12日㈰



※なお、測量や材料の発注等により、実際の工事
　期間が前後する場合がありますのでご了承くだ
　さい。

◎問合せ　建設課土木係
　　　　　☎（81）1851

○工 事 名　雨水排水対策工事町道３－249号線外
○工事箇所　本丸二丁目地内
○工事期間　11月中旬 ～ 令和４年１月下旬

○工 事 名　道路改良工事町道３－213号線
○工事箇所　本丸二丁目地内
○工事期間　11月中旬 ～ 12月下旬

○工 事 名　社会資本整備総合交付金事業道路改良工事一級町道９号線その２
○工事箇所　大字北小林地内
○工事期間　11月中旬 ～ 令和４年３月中旬

○工 事 名　道路改良工事町道２－319号線
○工事箇所　大字壬生丁地内
○工事期間　11月中旬 ～ 令和４年２月下旬

③ ④

⑤

①

道路工事を下記のとおり行います。
工事期間中はご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。

道路工事にご協力ください

○工 事 名　舗装修繕工事町道３－189号線
○工事箇所　大字藤井地内
○工事期間　11月中旬 ～ 12月中旬

②

県
道 

宇
都
宮
栃
木
線

県道 下野壬生線

県
道 

宇
都
宮
栃
木
線

県道 下野壬生線

栃木県立
壬生高等学校

アーレスティ栃木

栃木県立
壬生高等学校

アーレスティ栃木

城址公園

壬生小学校

県
道 

小
山
壬
生
線

至壬生駅

城址公園

壬生小学校

県
道 

小
山
壬
生
線

至壬生駅

県
道 

小
山
壬
生
線

クレハ合繊

東武宇
都宮線

県
道 

小
山
壬
生
線

クレハ合繊

東武宇
都宮線

県
道 

宇
都
宮
栃
木
線

壬生寺第二保育園

南犬飼中学校

至 安塚駅

県
道 

宇
都
宮
栃
木
線

壬生寺第二保育園

南犬飼中学校

至 安塚駅
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認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地

域
の
み
な
さ
ん
が
楽
し
め
る
場
所

で
す
。

　
当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

に
よ
る
歌
や
踊
り
、
民
話
等
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
予
定
し
て
い

ま
す
。（
内
容
は
そ
の
日
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
）

　
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
な
ご
み

ま
し
ょ
う
。

○
日
時　
11
月
26
日（
金
）

午
前
10
時
〜
正
午

○
参
加
費　
１
０
０
円

○
場
所　
町
ふ
れ
あ
い
交
流
館

（
し
の
の
め
公
園
内
）

　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地

域
住
民
の
方
々
、
専
門
職
等
の
誰

も
が
参
加
で
き
る
集
い
の
場
で
す
。

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

に
よ
る
歌
や
踊
り
、
民
話
等
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
予
定
し
て
い

ま
す
。（
内
容
は
そ
の
日
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
）

　
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
、
ほ
っ
と
ひ
と
息
し
ま
せ
ん
か
。

○
日
時　
11
月
21
日（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

○
参
加
費　
１
０
０
円

○
場
所　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
し
も
つ
け
荘　
ホ
ー
ル

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎（
81
）１
８
７
６
、
１
８
７
７

壬
生
北
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
86
）３
５
７
９

壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
82
）２
１
１
９

　
家
族
を
介
護
す
る
方
が
、
悩
み

や
不
安
を
、
安
心
し
て
話
を
し
た

り
、
情
報
交
換
を
行
っ
た
り
す
る

場
と
し
て
、
介
護
者
サ
ロ
ン
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
者
の
方
同
士
で
自
分
の
体

験
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
励
ま
し

あ
い
、
親
睦
を
深
め
る
こ
と
で
、

よ
り
良
い
介
護
を
め
ざ
し
て
い
き

ま
せ
ん
か
？

《
活
動
内
容
》

　
介
護
者
サ
ロ
ン
で
は
参
加
者
の

話
を
聞
い
た
り
、
自
分
の
体
験
を

話
し
た
り
し
て
い
ま
す
。（
自
分
か

ら
話
を
す
る
の
が
苦
手
な
方
で
も
、

話
を
聞
く
、
情
報
を
得
る
こ
と
を

目
的
に
参
加
で
き
ま
す
）

　
ま
た
、
町
職
員
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
職
員
も
出
席
し
て
い

ま
す
の
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
話
く
だ
さ
い
。

※
介
護
者
サ
ロ
ン
で
話
さ
れ
た
内

容
を
他
に
話
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

○
日
時　
12
月
10
日（
金
）　
午
前

10
時
〜
11
時
45
分

○
場
所　
ふ
れ
あ
い
交
流
館
（
し

の
の
め
公
園
内
）

○
参
加
費　
無
料

○
申
込　
12
月
１
日（
水
）ま
で
に

電
話
申
込
み

◎
申
込
・
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係　

☎（
81
）１
８
７
６

壬
生
北
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
86
）３
５
７
９

壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
82
）２
１
１
９

町
社
会
福
祉
協
議
会　
☎（
82
）７

８
９
９

　
○
講
師　
リ
ハ
ビ
リ
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ
ブ　
理
学
療
法

士　
秋
田
聖
司
先
生

○
日
時　
11
月
21
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
11
時
〜
午
後
０
時

　
　
　
　
30
分

○
場
所　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

し
も
つ
け
荘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
内

◎
申
込
・
問
合
せ　

壬
生
北
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
86
）３
５
７
９

　
子
ど
も
・
若
者
は
親
等
の
家
族

に
と
っ
て
も
、
社
会
に
と
っ
て
も
、

大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
か
け
が

え
の
な
い
存
在
で
あ
り
、
全
て
の

子
ど
も
・
若
者
が
自
己
肯
定
感
を

育
み
、
自
己
を
確
立
し
、
社
会
と

の
関
わ
り
を
自
覚
し
、
自
立
し
た

個
人
と
し
て
健
や
か
に
成
長
す
る

と
と
も
に
、
明
る
い
未
来
を
切
り

拓
い
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
国
で
は
、
11
月
を
「
子
ど
も
・

若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」
と
定

め
、
期
間
中
に
子
ど
も
・
若
者
育

成
支
援
の
た
め
の
事
業
を
集
中
的

に
実
施
し
、
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
各
種
活
動
へ
の
積
極
的

な
参
加
を
促
し
、
運
動
の
一
層
の

充
実
と
定
着
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

お し ら せ

令
和
３
年
度　
第
４
回
介
護

者
サ
ロ
ン
の
開
催
に
つ
い
て

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「
な
ご
み
」

の
開
催
に
つ
い
て

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「
福
来
（
ふ

っ
く
）
ら
」
の
開
催
に
つ
い
て

11
月
は
、
『
子
ど
も
・
若
者

育
成
支
援
強
調
月
間
』
で
す

家
庭
介
護
者
教
室
の
お
し
ら
せ

第
一
回　
実
際
に
使
え
る
介
護
方
法

〜
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
が
教
え
る
〜

介
護
介
護

こ
ど
も

こ
ど
も

あ
き 

た 

せ
い
じ

安全と安心を提供する まごころサービス
鈴木自動車販売グループ

フリーダイヤル（通話料 当社負担）0120-12-0798
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お し ら せ

子育て支援センターつばめからのおしらせ
「親子ビクス」参加者募集
　親子で参加できる簡単なエアロビクスです。親子で
触れ合いながらの運動遊びや大人も動いてリフレッシ
ュできる内容です。コロナ疲れや運動不足の解消にも
なります。是非、ご参加ください。
○日　時　12月４日（土）　午前10時～正午
○場　所　子育て支援センターつばめ
○講　師　ＯＫJエアロビックファミリー認定インス
　　　　　トラクター　大橋光子氏
○対　象　町内在住の０歳～就学前のお子様とその保
　　　　　護者・家族
○定　員　親子10組（20人まで）
○参加費　無料
○持ち物　ヨガマット又は大判のバスタオル、汗拭き
　　　　　用タオル、水分補給用飲み物
○申　込　11月２日（火）～定員になり次第締切り
　　　　　（電話や来所にて受付）
◎申込・問合せ　子育て支援センターつばめ　
　☎（86）0132（午前９時～午後４時30分まで）

児童館からのおしらせ
はじめての児童館
児童館をはじめて利用する親子を応援します。
○日　時　11月17日（水）
　　　　　午前10時～11時
○内　容　利用案内・読み聞かせ・クラフトタイム・
　　　　　自由遊び
○対　象　はじめて児童館を利用する親子　　
◎問合せ　こども未来課・児童館　☎（82）7388
マミータイム
【ペットボトルキャップ帽子ブローチ】
小物づくりをきっかけに子育て・ママ友づくりを応援
します。　　　　　　　　　
○日　時　11月26日（金）
　　　　　午前９時30分～10時30分　4組
　　　　　午前10時30分～11時30分　4組
○内　容　クラフトタイム・
　　　　　読み聞かせ・自由遊び
○対　象　未就園児親子　8組　
＊申込み人数により、時間調整
をする場合があります。
未就園児親子教室【ミッキータイム】
○日　時　11月19日（金）
　　　　　午前９時30分～10時30分　６組　　　　
○内　容　体操・製作・季節の遊び・読み聞かせ
○対　象　１歳３ヶ月以上の未就園児と保護者
　　　　　（なかよしルーム会員以外の方）
《共通事項》
○場　所　町児童館
○申　込　前日までに電話で申込み
◎問合せ　こども未来課・児童館　☎（82）7388

おおはしみつ こ

子育て支援センターひよこからのおしらせ
『産後の骨盤ストレッチ教室』参加者募集
　妊娠・出産・そして毎日忙しい育児に追われている
ママ。産後の1年が骨盤のゆがみを解消するチャン
ス。個別に骨盤の状態を診てもらいながら簡単にでき
るストレッチでボディーメンテナンスをしませんか？
○日　時　11月29日（月）
　　　　　午前９時30分～10時40分
　　　　　午前10時30分～11時40分
○場　所　児童館
○講　師　疋田整骨院　柔道整復師　久米翔太氏
○対　象　町内在住の産後２か月～１年以内の保護者
　　　　　とお子様
○募集人数　定員５組　
○申　込　11月８日（月）から電話申込み
　　　　　（定員になり次第締め切り）
　　　　　※今年度　12月・令和４年３月にも開催
　　　　　　予定（年１回のみの参加）
○持ち物　マスク着用・バスタオル・タオル・お気に入り
　　　　　のおもちゃ・水分補給用飲み物（ミルク等）　
◎申込・問合せ　子育て支援センターひよこ
　☎（82）3309（午前９時～午後４時30分まで）

く  めしょう た

　●　感染拡大防止のため、入館者を500名様に限らせていただきます。発熱・咳等の症状
　のある方や体調不良の方はご来場をお控え下さい。なお、状況によっては観覧者の入
　場をお断りする場合がごさいます。事前にお問い合わせください。
　●　入館時には検温させていただき、37.5度以上の発熱がある場合は入館をお断りさせ
　ていただきます。
　●　ご来館の際は必ずマスクをご着用ください。着用されていない方のご入館はお断りい
　たします。
　●　当日ご来場されるお客様のお名前・ご住所・お電話番号等をご記入いただきます。万
　が一感染者が発生した際のご連絡や、保健所等の公的機関の間き取りに必要な情報提
　供をさせていただきます。
主催：（株）とちぎテレビ　共催：壬生町・壬生町教育委員会
問合せ先：（株）とちぎテレビ☎028-623-0032（平日／午前9：30～午後5：00）

感染症拡大防止対策のお願い。
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お し ら せ

図書館からのおしらせ
　　　　　　　　　　

おはなし会11・12月の日程図書館からのおしらせ

《共通事項》
◎問合せ　町立図書館　☎（82）8543

○移動図書館（BM）12月の日程
壬生北小学校
羽生田小学校
壬生東小学校
藤井小学校
安塚小学校
睦小学校
稲葉小学校

13：00～14：00
13：00～14：00
13：00～15：00
13：00～14：00
13：00～15：00
13：00～15：00
13：00～14：00

7日（火）
9日（木）
10日（金）
14日（火）
15日（水）
16日（木）
17日（金）

おもちゃのまち
（おもちゃ団地協同
　組合北側駐車場）

14：00～16：0024日（金）

○移動図書館（BM）11月の日程
藤井小学校
羽生田小学校
壬生東小学校
壬生北小学校
睦小学校
安塚小学校

13：00～14：00
13：00～14：00
13：00～15：00
13：00～14：00
13：00～15：00
13：00～15：00

稲葉小学校 13：00～14：00

5日（金）
11日（木）
12日（金）
16日（火）
18日（木）
24日（水）

26日（金）

おもちゃのまち
（おもちゃ団地協同
　組合北側駐車場）

14：00～16：0025日（木）

　図書館では、スタッフ・ボランティアによる子ど
も向けの読み聞かせを開催しています。
・おはなしひろば
　11月６日（土）・13日（土）・27日（土）
　12月４日（土）・11日（土）・25日（土）
　午後２時～２時30分
※12月18日は「クリスマスおはなし会」を午後２時
　から行います。
・親子おはなし会
（３･４･５才向け）11月13日・12月11日（土）
　　　　　　　　　午前11時～11時30分
（０･１･２才向け）11月18日・12月16日（木）
　　　　　　　　　午前11時～11時30分
○場　所　図書館2階 会議室

壬生町立図書館　
特別整理期間による休館のおしらせ
　壬生町立図書館は、11月29日（月）～12月３日（金）
の間、特別整理期間のため休館となります。
○11月29日（月）休館日
○11月30日（火）～12月３日（金）特別整理期間
ご理解とご協力を、お願いします。

大人のための朗読会
「秋に聴きたいショートストーリーズ」
○日時　11月14日（日）午後１時30分～３時30分
○場所　図書館２階 会議室
○朗読　図書館読書ボランティア「おはなしアライ
　　　　グマ」
○定員　15名（先着順）　　　
○申込　11月２日（火）午前９時より、図書館カウン
　　　　ターまたは電話にてお申込み

○日　時　11月21日（日）午前11時～11時30分
○場　所　図書館２階 会議室
○対　象　３歳～小学生（保護者1名まで同伴可）
○定　員　５名（先着順）
○参加費　無料
○申　込　11月６日（土）午前９時からカウンターにて申込
　　　　　み（電話での受付は正午から可）　　　　　　
○持ち物　ぬいぐるみかお人形を１つ
　　　　　※返却は、11月27日（土）・28日（日）です。
　　　　　来られない方は、12月４日（土）以降に取りに来
　　　　　てください。

ぬいぐるみ★おとまり会
みんなの大切なぬいぐるみが、夜の図書館を大冒険！
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対　象

相談員

日　時

消費生活相談員

月～金曜日
（土・日曜日、祝日および年末年始を除く）
午前９時～正午、午後１時～４時

町内在住者

申込み
問合せ 壬生町消費生活センター　☎（82）1106

場　所 消費生活センター（役場生活環境課内）

消費生活相談

各　　種　　相　　談各　　種　　相　　談

お し ら せ

人権･行政相談
毎月第３木曜日定期相談

その他

相談内容

場　所

日　時

稲葉地区公民館

「人権相談」家庭生活や社会生活を営むうえ
で、自分の力では解決できない人権問題等。
相談員は人権擁護委員
「行政相談」医療保険、年金、道路等、行政
についての苦情、要望等。相談員は本町の下
記行政相談員
相田喜久夫 氏　☎（82）0603
粂川　元一 氏　☎（86）3869

11月18日（木）　午後１時30分～４時

相談無料・秘密厳守 お気軽にご相談ください。
予約は必要ありませんが、事前予約を推奨します。

申込み
問合せ

人権相談…生活環境課くらし安心係　☎（81）1826
行政相談…総合政策課情報デジタル係　☎（81）1814

壬生町シルバーワークプラザ
（シルバー人材センター和室）

心配ごと特別相談（弁護士相談）

みんなの人権110番 　　　　　　☎0570（003）110  
子どもの人権110番 　　　　　　☎0120（007）110  
女性の人権ホットライン　　　　 ☎0570（070）810  
インターネット人権相談窓口　https://www.jinken.go.jp

電話・インターネットによる人権相談

（福）壬生町社会福祉協議会　☎（82）7899

その他

対　象

申込日

申込方法

相談員

場　所

日　時

国が設立した法律相談機関『法テラス栃木』
もご利用ください。　☎050（3383）5395

町内在住者　各回５名
同一の内容の相談は一回限り

弁護士

電話予約受付（先着順）
11月8日（月）
午前８時30分～

12月６日（月）
午前８時30分～

11月11日（木） 
午前10時～正午

12月９日（木） 
午前10時～正午

申込み
問合せ

29

申込方法

日　時

要予約
・インターネット（栃木県司法書士会ホーム
　ページ「予約サイト」から）
・電話

毎月第２・４土曜日の午前10時～午後３時

申込み
問合せ 栃木県司法書士会　☎028（614）1122

相続・遺言に関する無料相談【電話】

申込方法

場　所

要予約
栃木県司法書士会ホームページ「相続登記相
談センター登録司法書士一覧」から相談した
い司法書士を選び、直接電話

各司法書士事務所

申込み
問合せ 栃木県司法書士会　☎028（614）1122

日　時 予約時に各司法書士と調整して決める

相続・遺言に関する無料相談【面談】

壬生町防災行政無線システムについて

総務課　消防防災係　☎８１ー１８０８壬生町防災行政無線に関するお問合せは

　役場にて放送した拡声子局からの案内と同じ内容を、携
帯電話やパソコンなどにメールで配信します。
　事前登録が必要ですので、次により登録ください。登録
方法は、携帯電話・パソコンなどから２次元コードや下記
ＵＲＬへアクセスしてください。
・URL　http://www.bousai-mibu.jp/mail/pub/

防災メールの配信放送内容の確認（電話応答装置）

電話番号　0282-82-9000

　「放送されていることに途中で気付いた」「風
が強くて放送内容がよく聞こえなかった」とい
う場合は、次の番号に電話すると放送内容を聞
くことができます。

・２次元コード
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　新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、心に不安がある方や悩み、
ストレスがある方に対してLINEを使用した相談を行っています。

15時～22時まで（最終受付：21時まで）（土日祝日含む）
本相談は「LINEアプリ」を使用します。 
２次元コードを読み取るか、URLを入力して登録してください。 
URLはこちら→https://l in.ee/mEQ70Cr

相談時間
相談方法

こころの相談@とちぎこころの相談@とちぎ

11月３日
11月７日
11月14日
11月21日
11月23日
11月28日
12月５日

栄 町
城 東
安 塚 一
安 塚 二
上 通 町
おもちゃのまち
城 内

☎82-2002
☎82-0141
☎86-0123
☎86-0011
☎82-0057
☎86-1517
☎82-0242

松 本 内 科 医 院
前 原 医 院
佐 藤 医 院
島 田 医 院
小 倉 医 院
おもちゃのまち内科クリニック
陣 内 医 院

◆壬生町在宅当番医　９：00～17：00
電話番号自治会名病　　院　　名日　付

夜 間 ・ 休 日 の 診 療 機 関
※受診する際は、事前に電話確認をしてからお出かけください。

19：00～22：00　内科（小児を含む）のみ

内科（小児を含む）・外科　９：00～21：00

内　科　 ９：00～21：00
外　科　 ９：00～17：00
小児科　18：00～21：00

平日（月～土曜日）

休日（祝日・年末年始）

休日（日曜日）

◆栃木地区急患センター　栃木市境町27-15　☎（22）8699

診療日時

◆とちぎ救急医療電話相談
　急な病気やけがについて、経験豊富な看護師が相談に応じます。

〔大　人〕月曜日～金曜日　　　　18：00～22：00
　　　　　土曜日・日曜日・祝日　16：00～22：00
　　　　　☎028（623）3344　プッシュ回線＃7111

〔子ども〕月曜日～土曜日　18：00～翌朝８：00
　　　　　日曜日・祝　日　24時間
　　　　　☎028（600）0099　プッシュ回線＃8000

「自殺予防いのちの電話」「自殺予防いのちの電話」「自殺予防いのちの電話」
毎月10日　午前８時　～　翌日11日  午前８時の24時間
自殺予防相談（死にたい、死のうと思っている。生きている意味がないなど）
０１２０-７８３-５５６　＊通話料無料

日　　時
相談内容
相談番号

42億297万9千円

275万円

33億75万9千円

4億7,271万円

8,492万1千円

ー

1億3,030万円

277万5千円

41億1,805万8千円

275万円

31億7,045万9千円

4億6,993万5千円

◆特別会計の決算状況◆

会　　計　　名 差　　　引歳　　　出歳　　　入

国民健康保険特別会計

奨 学 資 金 特 別 会 計

介護保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

̶お詫びと訂正̶
①広報みぶ10月号５ページ「特別会計の決算状況」の記事にて、一部誤りがありましたので、以下のとおり訂正します。お詫び申し上げます。

②広報みぶ10月号６ページ「壬生町の財産町有財産　建物」の記事にて、「特別天然記念物である日光杉並木街道を保護するため、平成10年度よりオーナーになっています。」
と記載がありましたが、正しくは「主なものとしては、役場庁舎、清掃センター、おもちゃ博物館、町営住宅、各小中学校の校舎、中央公民館などがあります。」でし
た。お詫びして訂正いたします。

42億297万9千円

275万円

33億75万9千円

47億2,710万円

8,492万1千円

ー

13億300万円

277万5千円

41億1,805万8千円

275万円

31億7,045万9千円

4億6,993万5千円

◆特別会計の決算状況◆

会　　計　　名 差　　　引歳　　　出歳　　　入

国民健康保険特別会計

奨 学 資 金 特 別 会 計

介護保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

（誤） （正）
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●国民健康保険税…………………………５期
●介護保険料………………………………５期
●後期高齢者医療保険料…………………５期
 　　　　　　　　　　納期限11月30日（火）

11月の
納税等

こども おとな

16
17

19

22
23
24

土20

月

火

26

金

水

火

水

木

木

金

27

21

18

25

日

土

月

火

日28
29
30

日 曜

窓口業務時間延長日（17：15～19：00本庁住民課・税務課・こども
未来課・健康福祉課）　集団健診（７：30～南犬飼地区公民館分館）

なかよし相談（９：30～壬生町稲葉地区公民館）
おっぱい相談（10：00～壬生町稲葉地区公民館）

乳幼児健診（３歳児）（12：00～壬生町稲葉地区公民館）
未就園児親子対象教室（なかよしルーム・きらきらコース）（９：30～児童館）

チャピー（９：30～子育て支援センターつばめ）
マミータイム（９：30～児童館）

10.11月分上下水道料金口座振替日　11月納税等納期限

人権・行政相談（13：30～稲葉地区公民館）

離乳職教室（９：50～稲葉地区公民館）
未就園児親子対象教室（ミッキータイム）（９：30～児童館）

ベビーチャピー合同（９：00～子育て支援センターつばめ）

骨盤ストレッチ教室（９：30～児童館）

ベビーチャピー（９：30～子育て支援センターつばめ）

おっぱい相談（10：00～壬生町稲葉地区公民館）
はじめての児童館（10：00～児童館）

乳幼児健診（１歳６か月）（12：00～壬生町稲葉地区公民館）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00本庁住民課・税務課・こども
未来課・健康福祉課）　集団健診（7：30～南犬飼地区公民館分館）

12月
1

5
6
7
8
9
10

3
木

金

12
13
14
15

4

2

11

なかよし相談（９：30～壬生町稲葉地区公民館）
おっぱい相談（10：00～壬生町稲葉地区公民館）
はじめての児童館（10：00～児童館）

乳幼児健診（１０か月児）（13：00～壬生町稲葉地区公民館）
未就園児親子対象教室（なかよしルーム・きらきらコース）（９：30～児童館）

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・にこにこコース）（９：30～
児童館）

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・きらきらコース）（９：30～児童館）
乳幼児健診（４か月児）（13：00～壬生町稲葉地区公民館）

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・にこにこコース）（９：30～児童館）

親子ビクス（10：00～子育て支援センターつばめ）

おっぱい相談（10：00～壬生町稲葉地区公民館）

集団健診（９：00～羽生田集落センター）

集団健診（女性の日・託児あり）（７：30～城址公園ホール（中央公民館））
シルバー人材センター新規会員の入会説明会（13：30～壬生町シルバ
ーワークプラザ研修室）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00本庁住民課・税務課・こども
未来課・健康福祉課）

10.11月分上下水道料金納期限（納付書）

シルバー人材センター刃物研ぎ（９：00～役場本庁舎北西側車庫）

土

月

水

水

木

土

金

火

月

水

日

日

火

窓口業務時間延長日（17：15～19：00本庁住民課・税務課・こども
未来課・健康福祉課）

11月16日～12月15日
11月

イベントの開催状況については、町の公式ウェブサイトを
確認するか、各担当課にお問合せください。

毎月第３日曜日は家庭の日です。
この機会に家族の絆を深めてみませんか？
※一部施設で優待制度があります。（詳細は県ＨＰ参照）
◎問合せ　教育委員会事務局生涯学習課（☎81ー1873）

毎月第３日曜日は
ふれあい育む
　　　　家庭の日



おおはし  あおい

大𣘺 碧くん
（H30.11.7生）み  ゆう

左）未悠ちゃん
（H30.4.29生）

ほんざわ  あや  み

右）本澤 采弥ちゃん
（R1.11.4生）

うえ  だ     み   お

上田 美緒ちゃん
（H28.11.7生）

さ   ら

　紗良ちゃん
（R2.2.10生）

わが家の
アイドル

『建友会』砂を寄附『建友会』砂を寄附
　９月８日（水）、壬生町建設業協同組合『建友会』様（代表　小林設備有限会社　専務取締役　小林正幸）より、
壬生東小学校と安塚小学校の砂場に砂を寄附していただきました。建設業の若手で組織する『建友会』様は、コ
ロナ禍で町のために建設業者として、何か貢献できないかとの思いから、今回、小学校に砂を寄附されました。

き    つ   や  ひじり

吉津谷 聖くん
（R1.11.3生）

あらかわ   げん

荒川 源くん
（H30.11.27生）

やなしま  りょうた

梁島 涼太くん
（H28.11.22生）

ぽーちゃん

てらうち    り   な
寺内 莉菜ちゃん
（H28.11.15生）

たか ぎ    ゆう た

髙木 優太くん
（H26.11.17生）

ゆ  め

優姫ちゃん
（H21.8.22生）

し ゆう

慈優ちゃん
（H24.3.2生）

あらかわ   き    ゆ

荒川 嬉優ちゃん
（H25.11.12生）

壬生東小学校の砂場で遊ぶ児童の様子

わが家の
アイドル
わが家の
アイドル

11月号広報みぶ No.750
令和３年11月１日発行

環境保護のため再生紙を使用しています。

発行人／壬生町役場  〒321-0292  栃木県下都賀郡壬生町通町12番22号　編集／総務部総合政策課情報デジタル係
　　　　電話0282-81-1814  FAX0282-82-8262　町公式ウェブサイト https://www.town.mibu.tochigi.jp

【まちのうごき】●総人口 38,894人（-48）　男 19,312人（-26）　女 19,582人（-22）　●総世帯 16,211（-22）  （　）内は前月比　令和３年度９月末現在

次回は１月生まれのアイドルを募集します。
【必要事項】氏名（ふりがな）（複数のアイドルが写っている場合はそれぞれ分か
　　　　　　るように明記してください）、保護者名、生年月日、住所、電話番号
【申込方法】町公式ウェブサイトの、わが家のアイドル入力フォーム
　　　　　　https://www.town.mibu.tochigi.jp/docs/2014122100034/
　　　　　　から申込みができます。
　　　　　　役場総合政策課、稲葉・南犬飼出張所、子育て支援
　　　　　　センターでも受付けています。
【申 込 先】壬生町総合政策課情報デジタル係
　　　　　　〒321-0292　壬生町通町12-22
　　　　　　Eメールアドレス　sougo@town.mibu.tochigi.jp
【備　　考】壬生町在住に限ります。写真は掲載後、原則お返しできませんのでご了承
　　　　　　ください。また、町子育てサイトのトップページにもお写真を掲載します。

11月22日（月）締　切

　今後も、建友会の皆さんは、建設業の特色と若さ
を生かして、いろいろなことにチャレンジしていき
たいそうです。

安塚小学校の砂場への搬入の様子

こばやしまさゆき
『建友会』砂を寄附

　10月11日（月）に協栄産業株式会社（古澤栄一社長）様よ
り「企業版ふるさと納税」の第1号となる寄附50万円をいた
だきました。
　寄附金は、協栄産業（株）様が希望されました『六美町北部
土地区画整理事業』に活用してまいります。本事業は、寄附
の対象となる「壬生町への新しいひとの流れをつくる事業」
の中でも、町が特に力をいれている事業の１つになります。

ふるさわえいいち

 ん の 場み な 広

※企業版ふるさと納税とは、企業が自治体に寄附をすると税
　負担が軽減される制度のことです。

「企業版ふるさと納税」第１号「企業版ふるさと納税」第１号「企業版ふるさと納税」第１号
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